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自然の概要

横浜自然観察の森は，神奈川県南東部，横浜市の南掃に位置する．面積は45.3haで，

三浦半島の先端まで続く広大な緑地の一部である．地形は起伏に富み，標高50ベ50m

である．

林相は，ヤマザ、クラ Pru.刀rsdo刀arium，コナラ Ouercusserrataやミズ、キ C、ormI s 

con tro versaなどからなる二次林が、ほとんどで，一部’夕フノキ Persθathu.刀berg1iの

多い二次林，モウソウチク Phy//os ta ch ysρubescensの林があり，スギ Cryptomeria

japonica，ヒノキ Chamaecypar，βbotusaの植林もある自然観察センター周辺には，ヤ

マモモ Myricarubra，スダシ、イ Shlirasiebo/dli；シャリンパィ Rhaphio/eρisumbel/a ta 

や．トウネズミモチLigustrum/uc1ぬmなどの植栽がある．草地は，ススキ Miscanthus

sine刀sisやセイタカアワダチソウ So/Jdagoalt/おimaなどの高茎草本の草原と，踏圧

によって裸地化しつつあるイネ科Gramineae草本の低茎草本の草原である．

水域は，江ノ島付近に流れ込む柏尾川の支流であるいたち川の源流部と，湿地．谷を

せき止めて作った池がある． （文責：藤田薫）
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横浜自然観察の森調査報告11(2005)

円海山地区におけるスダジイ林の立地環境

小嶋紀行 1・川瀬悟 2.中島亜利 3

はじめに

スダジイ（Castanopsissieboldii)とアカガシ（Quercusacuta）は，日本の暖温帯減における気候

的な極相林を構成する主要な樹種であり，一般的にスダジイは暖温帯下部（シイ林域），アカガシ

は暖温帯上部（カシ林域）で優占することが知られている．このように，両種は温度条件による優

占域の遣いが指摘されており，その境界は吉良の暖かさの指数（1949）で 100-120前後とされて

いる（岡野・須崎 1989;T akyu & Ohsawa 1997). 

この暖かさの指数が 120前後となる横浜市周辺では，両種が混生したスダジイーアカガシ型

の林分が見られる一方で，スダジイータブノキ型の林分も同所的に見られる．これら2タイプのス

ダジイ林は既に，前者がヤブコウジースダジイ群集アカガシ亜群集，後者が同群集典型亜群集

として，植物社会学的に記載されている（神奈川県教育委員会 1972；宮脇 1986).

このように，横浜市周辺では2タイプのスダジイ林が同所的に成立するが，その種組成の相違

がどのような要因によってもたらされるのかについては，まだ明らかにされていない．そこで本研

究では，スダジイーアカガシ型のスダジイ林と，スダジイータブノキ型のスダジイ林の成立要因を

明らかにするために， 2タイプのスダジイ林が同所的に存在する円海山地区を対象として，種組

成と立地環境との関係について考察した

調査地・調査方法

野外調査は， 2004年5月から 2005年9月にかけて，円海山とその周辺地域のスダジイ林に

おいて行った．

調査方法は， Braun-Blanquet~1964）による植物社会学的手法を用いた

解析には，小嶋ほか（2005）で報告された 12地点の植生調査資料と．未発表の 14地点の計 26

の調査資料を用いたこれらを基に Ellenberg(1956）と Muller」 Domboisand Ellenberg(1974）の表

操作法に従い，組成表を作成して群落区分を行った．

さらに，調査区の種組成と環境要因との関係を見るために，得られた調査資料を基に主成分

分析（PCA）を行った PCAには，出現回数が 1回の種を除いた 87種を対象として．調査区ごと

に種の在・不在を1と0で入力したデータを用いた．

環境要因として，傾斜角，地形，斜面方位，土質を用いた．斜面方位は，日射量の違いなどに

よるミクロスケールでの気温較差を反映するように，東からの偏角OをsinOに換算した値を用い

て，斜面方位を数値化した

1横浜国立大学大学院環境情報学府環境生命学専攻植生学研究室

2北海道大学大学院環境科学院生物園科学専攻森林動態学分野

3横浜国立大学大学院環境情報学府環境リスクマネジメント専攻生態学研究室
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結果

(1）植物社会学的な群落分類

26の植生調査資料を植物社会学的手法で表操作した結果，ヤブコウジースダジイ群集アカ

ガシ亜群集とヤブコウジースダジイ群集典型E群集が識別された（表 1）.このアカガシE群
集の区分種として，アカガシ，イヌツゲ，イタピカズラ．ネズミモチ，ヒイラギ．ヤブツバキ，モチ

ノキ，トベラが認められた．

なお，アカガシ亜群集の平均出現種数は27.1±6.9種，典型亜群集の平均出現集数は30.5

±7.5種と，典型E群集の出現種数が若干多かったが，統計的に有意差は見られなかった
(P=0.28, U-test). 

(2)PCAによる調査区の序列化と要因分析

PCA によって得られた第一主成分軸（PC1)・第二主成分軸（PC2）の 2軸上に，各調査区を

展開させた．まず，各調査区と植生単位を対応させると，アカガシ亜群集は PC1の値の高い

領域，典型亜群集はPC1の値の低い領域に展開していた（図 1-a）.次に，各調査区と土壌型

を対応させると，黄褐色森林土はPC1の値の高い領域，褐色森林土はPC1の値の低い領域

に展開していた（図 1-b）.さらに，各調査区と地形単位を対応させたが，目立った傾向は見ら

れなかった（図 1-c).

加えて， PC1・PC2と．傾斜角・斜面方位との関係を検討したが，有意な相聞は見られなかっ

た（表2).

考察

表 1より，アカガシ亜群集の区分種は．アカガシ．イヌツゲ，ヒイラギなど内陸の力シ林域が分

布の中心となる種群と，モチノキ，トベラなど暖温帯の沿海部が分布の中心となる種群が見られ

た．このように．山地性の種群と海岸性の種群が同所的に生育しているのは．本調査地域が気

候的にシイ林域とカシ林域の境界付近に位置する事だけでなく，海岸線から比較的近い（3～

5km）ためだと考えられる．

図 1-aと図 1-bより．植物社会学的手法による調査区の分類と土壌型による調査区の分類

の結果が，非常に類似していることから，アカガシ亜群集は主に黄褐色森林土に成立し，一方の

典型E群集は主に褐色森林土に成立していると考えられる．すなわち， PC1に沿った種組成の

分化は．土壌型に対応したものであると考えられる．また，辻（1991）は狭山丘陵において，クヌギ

ーコナラ群集が主として黒ボク土上．クリーコナラ群集が褐色森林土上に生育していることから，

両群集の生育立地と土壌型が対応していると報告した．このように．土壌型の違いが群集·~群

集レベルでの種組成の分化に影響を与えることは，日本の暖温帯域では一般的な現象であると

考えられる．

しかし本研究では．傾斜角・斜面方位・地形に対応した種組成の変化は明らかにならなかった

（図1-c，表2）.これは，調査対象としたスダジイ林が，南向き斜面の尾根や斜面上部に集中して

いたためかもしれない．磯谷（1991）は，伊豆半島南部のE陵地において，常緑広葉樹林が冬季

の寒さが緩和される尾根と南斜面に偏在していることを報告している．これより．暖温帯北部の

二次林において，常緑広葉樹林が尾根や南斜面に偏在する現象は，一般的に見られる現象で

あると考えられる．

以上のことから，円海山地区のスダジイ林の種組成の分化に対して，土壌型の相違が最も重
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要な役割を果たしていると考えられる．

謝辞

本研究に際して，東京農業大学森林生態学研究室の中村幸人先生，武生雅明先生には，貴
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って頂いた．ここに記して，御礼申し上げる．

要約

円海山周辺のスダジイ林において，種組成と立地環境との関係を明らかにするために，植物

社会学的手法を用いて植生調査を行った．得られた調査資料を用いて表操作を行った結果，ヤ

ブコウジースダジイ群集アカガシ亜群集と同群集典型E群集が識別された．さらに，得られた 26

の調査資料を用いて PCAによる序列化を行った結果，アカガシE群集の生育立地は黄褐色森
林土と，典型E群集の生育立地は褐色森林土上と対応していた．これより，円海山地区のスダ

ジイ林の種組成の分化に，土壌型の相違が大きく寄与していると考えられた
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横浜自然観察の森調査報告11(2005)

保全計画羽

一市民と考える管理計画策定の試みー

藤田薫 1

はじめに

横浜自然観察の森では、2000年度より、調査、市民からの意見収集、横浜自然観察の森友

の会（以下、 f友の会Jとする）と共にゾーニング・管理計画を策定する検討委員会「いきもののに

ぎわいのある森づくりを考える会J（以下「考える会」とする）を開催し、また、－人材育成プログラム

の実施、展示やパンフレットによる普及活動等を通じ、生物多様性保全の森づくりを進めてきた

(2002年度調査報告参照）。

雑木林管理ゾーン（2002年度調査報告参照）の管理計画策定については、計画案を 2003年

度ピレンジャーから友の会に向けてf考える会く第5回＞Jで提案し、2004年度に「考える会く

第6回一第11回＞Jで検討を進めた（2004年度調査報告参照）。2005年度は、『考える会Jでボラ

ンティアを募り、雑木林管理ゾーンの中の斜面が緩い、市民によって管理可能な区域で林の様

子を調査し、「考える会＜第 12回＞Jで、区域分けをレンジャーから提案した。また、調査によっ

て明らかになった2004年度との変更点、再考が必要な点についても意見を交換した。提案内容

について、および、2004年度との変更点、再考が必要な点について、また、次年度の予定につ

いて報告する。

管理区域分けの検討方法

区域分けのために、まず、地図上で、「雑木林管理ゾーン」の中で、斜度 30度以上の急斜面

の部分を抽出した（図1）。

次に、この急斜面以外の部分を実際に歩き、林の様子を調査した。調査は、「考える会Jで、友

の会会員と連続行事「森のレンジャー体験Jの参加者からボランティアを募り、常緑樹・常緑の林

床植物の被度、アズマネザサとアオキの茂り具合、常緑の林床植物の種類等を調べる調査を行

った（調査の結果は本報告書『いきもののための雑木林管理ゾーンの林内調査Jを参照）。この

調査結果、および今までの調査結果（宮本 2003）を踏まえ、管理区域の区分を検討した。

1 日本野鳥の会サンクチユアリ室干247-0013横浜市栄区上郷町1562-1 横浜自然観察の森
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管理区域の提案

「いきもののにぎわいのある森づくりを考える会jく第 12回〉

実施日：2006年3月12日 15:00ー16:30

参加者：11名

概要：まず初めに、2004年度までに合意している部分の確認を行った（資料1、藤田 2002、岡本

2004より引用）。その後、管理区域の提案と、その理由として調査結果の説明を行った。調

査の結果から、斜面のゆるい、ある程度の広さのある、アオキやアズマネザサなどが繁茂

している区域、常緑の多い区域、希少種のある区域などが明らかになった。

提案：以下の内容を提案した（資料2）。

1)管理区域の区分。

斜面の緩い、ある程度広さのある場所を選んで区域分けして提案した。

2）低木管理の優先区域。

調査から、アオキやアズマネザサなどの単一種が著しく繁茂している区域を、低木管理

の優先区域として提案した。

3）高木管理の順番イメージ

管理は、希望する区域の管理計画をセンターに提出して許可を得てから行うことになるが、 ＼

その際、高木の管理に関しては、隣り合う区域を連続しτ管理するのではなく、管理した
翌年には、離れた区域を管理するように留意する。隣り合う区域を連続して伐採すること

は、成長段階の似た広い林をつくることになり、それは、モザイク状の環境の創出になら

ないためである。

変更：2004年度の『いきもののにぎわいのある．森づくりを考える会jで配布した現存植生図では、

⑥が落葉樹と常緑樹の混交林となっているが（資料1）、実際にはスギ・ヒノキの植林であっ

たため、その点を変更することとした。また、2004年度に合意した作業優先順位については、

「管理計画案Jの表では、⑤のスギ・ヒノキ林はの管理の優先順位はB（優先順位中程度｝

であったが（資料1）、谷筋にはスギの倒木などが多いことから、優先順位を上げた。

再検討の確認：外来種の駆除について、2004年度に優先順位を決定している（資料4）。しかし、

この検討と決定を行った「考える会」の場には、植物に詳しい友の会「野草の調査と保護プ

ロジェクト」が参加していなかった。駆除優先種と決定された種の中には、既に観察の森に

は現存していない種なども含まれており、現実にそぐわない部分がある。そこで、再検討を

「野草の調査と保護プロジェクトJに依頼することとした。再検討のために、今回は、林内で

作業する友の会「雑木林ファンクラブjのメンバーを中心に、林内等で自にする外来種など

について情報交換を行った。

2006年度予定

管理区域の保全管理計画策定のための調査・計画策定を体験し、その技術と知識を身につけ

るため、友の会および一般市民の参加者を募って、年間を通した連続行事の中で、ミズキ3付近

を対象地として、実際に計画を策定する予定である。

10 
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ゾーニング計画

＜資料1>
横浜自然観察の森調査報告書8(2002)

レンジャーおよび友の会で合意を得たゾーニング計画では， 3つのゾーンに圏内を区分した（図

1 ) .これらの区分は「森林Jの目標区分であるため，今回，図示にあたって，湿地，草地などは，

各々現在のままにしてある

図1.ゾーニング案

12 
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く第11回＞

実施日：2005年3月19日15:00～17:00

参加者：22名

概要：

＜資料1>
横浜自然観察の森調査報告 10(2004)

1月の提案に対しての意見等を取り入れた、雑木林管理ゾーンの

①横浜自然観察の森保全管理計画（案）

②雑木林管理ゾーンの保全管理計画における考え方のルール

③管理作業とその優先順位

④皆伐更新エリアの手を入れる順番

⑤外来樹木リストと除去の優先順位

を発表した（資料1-1）。

この中で、今年度合意に達した事項は、①、②、③、⑤である。ただし、皆伐更新の

エリア区分（エリア数、1区画あたりの面積）については測量し、その後、管理作業とそ

の優先順位を検討することとした。

13 



く資料 1-1> 
横浜自然観察の森調査報告10(2004)

横浜自然観察の森 保全管理計画（案）

2005年3月11日横浜自然観察の森岡本裕子

( 1 ）横浜自然観察の森の評価とその役割

横浜自然観察の森は、神奈川県内で2番目・横浜市内で最大の大規模緑地「円海山

緑地Jの一角であり、約45haの広さを持つ。円海山緑地は、 5つの川（いたち川・

大岡川・宮川・侍従川・滑JII)の塁盗置である。また、この地域は照葉樹林の北限域

で、ヤマザクラやミズキを中心とした落葉広葉樹林の中にスダジイやタブなどの常緑

広葉樹が残存する。

圏内は、草地・湿地・水辺・林縁・林（照葉樹林への遷移途中にあるヤブや低木の

ある林、手入れのされた雑木林）と変化に富み、そこにはノウサギ、タヌキ、フクロ

ウ、ウグイス、カワセミ、バッタ類、キリギリス類、ホタル類、 トンボ類など差益主主

主主主企（日南乳類16種・鳥類140種・両生類8種・胞虫類14種・魚類8種・植物731

種・毘虫2309種）が生息する。

横浜自然観察の森の設置目的は、市民が様々な生きものと触れ合える場を提供する

ことであり、現在年間約40000人の来園者がセンターを訪れている。

役割）

・大規模緑地でなければ生息できない生きものがすむことができる。

・多様な生きものが生息していることから、周辺の小さな緑地への種の供給源となる。

．市民に様々な生きものと触れ合いの場を提供する。

( 2）全体の目標

いきもののにぎわいのある森（生物多様性の保全された森）を目指す。

※ 「いきもののにぎわいのある森Jとは、もともとこの地域に生息している多様な生き

物が暮らし（生物多様性が高い）それらがお互いにつながりあって生きてゆく （生物

問相互作用）ための環境が保全された森を示す。

( 3）ゾーニングの方針

上記全体目標に基づき、圏内を3つにゾーン分けを行った。

1 .様々な環境の雑木林を緑地の周辺に配置する。→｜雑木林管理ゾーン｜

2. 中央は照葉樹林にしてゆく。 →！遷移ゾーン｜

3.林縁植物の生育する場所を確保する。 →｜林縁ゾーン｜

( 3) -1 . 雑木林管理ゾーンの保全管理計画における全体方針

【雑木林管理ゾーンの目標】 様々な環境の雑木林を配置する。

【雑木林管理ゾーン保全管理の基本方針】

①生き物に配慮する

②自然植生を大切にする

③様々な種類 ・成長段階の樹木が生育する雑木林を目指す

④希少な草本植物を保護する

⑤環境教育的価値を高める

14 



く資料1-1> 
横浜自然観察の森調査報告10(2004)

雑木林管理ゾーンの保全管理計画における、考え方のルール

2005年3月15日岡本裕子

1 ）【目標植生の基本的な考え方】

雑木林管理ゾーン（2次林で遷移を止めるゾーン）の目標は、遷移ゾーンと併せて、

いきもののにぎわいのある（生物多様性の保全された）森を目指すことである。

そのために、様々な環境の雑木林を配置し、 2次林を好む生きもの（林床植物、チョ

ウなど）が生息することを目標とする。この場合、雑木林とはクヌギ・コナラの薪炭林

のみを示すのではなく、自然植生の落葉広葉樹を主体とした雑木（ざっぽく）林である。

雑木林管理ゾーンの現状植生は、ミズキ・ヤマザクラを主とした落葉広葉樹が多くを

占め、センターから森の家裏手にはスギ・ヒノキの人工林が見られる。また、雑木林フ

ァンクラブが作業を行っているクヌギ林は、クヌギ・コナラが主体である。

様々な環境を創出するために、様々な種類・成長段階の樹木が生育するよう管理を行

ってゆく。そのためには、管理の時期をずらす（ローテーションで皆伐）・管理方法を一

律化しない（低木・草本・落葉落枝の扱い）など留意する必要がある。留意点は項目 3)

に示す。

なお、外来樹・人工林！ごついては、徐々に自然植生に変えてゆく方向で検討する。

2）【管理作業の概要とその根拠】

d浦々な成長段階の林とするために、管理区を15区に区分けし（1区画約1,500 ni）、ロー
テーションで高木の皆伐更新を行う。更新期間は15年 1サイクルを基準とする。

別紙に皆伐更新を行う区画の地図及び手をいれる順を示す。

②アズマネザサ・アオキ・ウツギなど特定種が占有しているところは、単一植生になり目がち

であるため、繁茂が著しい場合は除去作業（遷移促進管理）を行う。→※注：管理作業の

留意点参照

③もともとこの地減に生息している多様な生きもの同士のつながりあいを保つため、外来樹

木を除去し、自然植生に変えてゆく。除去の対象となる外来樹木は、園芸品種ほか圏内の

植栽木全般を含む。その際、代替の種が必要であれば、遺伝子汚染を防ぐため円海山の在

来樹木の種・実生もしくは山採りした苗木を使用する。周辺緑地外からの苗木の持ち込み

（採集・購入等）は、圏内にある樹種であったとしても、行わない。現存の外来樹木は根

絶することが望ましいが、実際には優先度の高い（タネを飛ばす等）順のリストを参照の

うえ、管理作業を行うものとする。

④人工林を自然植生に変える

本来の植生を大切にするため、センターから森の家裏手のスギ・ヒノキ林をゆるやかに自

然植生に移行させ、落葉広葉樹に常緑が混じる多種混交林を目指す。
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3）【管理作業を行う上での留意点】

く資料 1-1> 
横浜自然観察の森調査報告 10(2004)

生きもののための保全管理計画立案のための必要事項を整理し、以下留意事項とする（雑

木林管理ゾーン全エリア共通）。また、植生や生息する生きものの状態に応じて、随時補足 a

改編されるものとする。

【草本・低木の管理】

口1.希少植物の保護のため、以下の作業を行う。

口下草刈り・ササ刈り前に、野草の調査を行う。

口特に作業地に希少植物がある場合は、事前に場所を確認し、選択的除草を行う。

口除草後に新たに出てきた野草の記録写真をとり、種名を確認する。

口2. 占有している低木（ササ、アオキ、ウツギ）以外の低木は残す。

口3.ササ、アオキを刈る場合も、生きものの隠れ場所になるヤブを残す箇所をつくる。

ヤブは濃くなりすぎると生きものが棲みにくくなるので、数年ごとに場所を変える。

口4.水辺の周辺のヤブは、生きものが水場を利用する際の隠れ場所として刈らずに残す。

口5.林縁部（ツル植物、マント群落）を利用する生きもの（カメムシなど）のために保

存する。

【主木（高木）の管理】

口6.枯れ木・倒木を利用する生きもの（コゲラ、クワガタムシ）のために残す箇所をつ

くる。

口7.切った木は基本的には現地に積んでおく。持ち出す場合は事前に計画書へ記入のう

え相談。

ロ8.大径木は残しておく。
口9.大木の周辺のヤブは刈り残しておく。

【落葉落枝の管理】

口10.蓮華蓬盤の取り扱いについては、管理区ごとに除去する年を変える。

4）【エリアごとの作業計画】

計画をたてる際は、人間の美的感覚のみにとらわれた管理ではなく、そこに生息する生物の

ハピタットをどのように確保するかが重要である。

1～10までの留意項目を踏まえた作業をそれぞれの場所で円滑に行うために、計画をたて、

連絡・報告を行う。

※一連の過程については、検討中。

STEP 1.作業予定地の希望はセンターに報告する。

STEP2.作業計画をたてる

STEP3.作業の実施

STEP4.実施結果の報告

※作業前・後にモニタリング調査を行い、評価する。 （詳細 6) 
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5）管理作業と優先順位（別紙表を参照）

2005年度着手する項目案として示す。

I 1.優先度A-1 特定種が占有しているエリア｜
作業項目）

く資料 1-1> 
横浜自然観察の森調査報告 10(2004)

口占有しているアズマネザサの除去 〔場所：エリア① ヘイケ湿地手前〕

口占有しているアオキの除去 〔場所：エリア①へイケ湿地下部〕

ロ占有しているウツギの除去

【作業概要】

〔場所：エリア① ヘイケ湿地～シラン手前〕

①エリア内を調査し、刈る部分・メljり残す部分をゾーニングする。（調査）

※作業前に、エリア内に希少種が無いか要確認。ある場合は場所を確認し、囲っておく。

②刈るゾーンの占有種を除去する。（管理）

※基本的に手作業で行うものとする。

③管理の役割・意義を利用者に周知する。（教育）

③除去後に出てきた野草を写真に撮り、同定する。（調査）

12. 優先度A 高木管理（皆伐更新）前の林床整備｜
作業項目）

口アズマネザサ・アオキの除去 〔場所：エリア②～④〕

【作業概要】前述①～④と同様に行う。

13.優先度A 外来種管理後の代替種育劇
作業項目）

ロソメイヨシノの代替種となるヤマザクラ・オオシマザクラの実生苗育成

14.優先度A 外来種の除去i
作業項目）

口リスト参照し、優先度の高い外来樹木 （実生含める）を除去する。〔場所：全エリア〕

15.優先度B 高木管理（人工林管理）前の林床整備｜
作業項目）

1 .アズマネザサ・アオキの除去 〔場所：エリア⑤～⑥ 炭小屋裏斜面〕

【作業概要】前述①～④と同様に行う。

※項目内に、個人・ PJで希望の作業があれば、センターに申し出た上で調整を行う。

6）管理計画の評価と見直し

本計画は、管理前後のモニタリング調査を行うことで随時見直され、軌道修正されるものと

する。・・・・具体的なシステムは 4）で検討中

管理作業の評価にあたり、林が立派に成長した ・林の中がすっきりしたというだけでは十分

でなく、手入れをした結果その場所の自然が豊かになったかどうかを判断材料とする。
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特｝こf優言語両r=
除去するもの

1トウネズミモチ
2ネズミモチ
3グミ類

（ーミダイオウグミ
アキグミ
ナツグミ

4 シャリンパイ

優先度の高いもの

．ヒイラギナンテン

・トペラ
・ピラカンサ

モッコク
オニグルミ
クスノキ
．シュロ

コムラサキ
ビヨウヤナギ
ユキヤナギ

その他

シラカシ
ヤマモモ
ソメイヨシノ

ニシキギ
ハマヒサカキ
イイギリ
カキノキ

＜資料4>

（調査報告2003年度より）

付録 ：データ集6 植栽木リスト
1.林 ・生垣 ・並木等1箇所に多数抱えられているもの

No I 種名 ー一 一一－ 4 ・ ー 干

11アカマツ
21アキニレ
31アジサイ
41アラカシ
51イイギリ
61オオパグミ
71オオパヤシャブシ
81オオムラザキ
91オオヤマザクラ
10オカメザサ
11ガクアジサイ
12カスミザクラ
13カラ告チ
14キンカン
15キンモクセイ
16クスノキ
17クヌギ
18クロマツ ー
19コナラ
20サザンカ
211サツキ
22サトザクラ
231サンゴジュ
241シャリンパイ
251シラカシ
261スギ
271ソメイヨシノ
281ダイオウグミ
291チャノキ
.301ツツジ園芸橿
311ツバキ
321ドウダンツツジ
331トウネズミモチ
341トベラ
351ナワシログミ
361ニシキギ
371ネズミモチ
381ハナゾノックパネウツギ
391ハマヒサカキ
401ハリエンジュ
411ヒイラギ
421ヒイラギナンテン
43ビヨウヤナギ
441パニガク
451マルパハギ
461ミズキ
471ミヤコザサ
481ムクゲ
491ムベ
501メ告セコイア
511モウソウチク
521ヤヱヤマブキ
531ヤマモモ
541ユキヤナギ
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2. 

No 
11アキグミ
21アカシデ
31アンズ
41イチョウ
51イヌコ Jヤナギ
61ウメ
71ウメモドキ
BlウンJュウヤナギ
91エンジュ
101オオデマリ
.111オニグルミ
121カキノキ
131カクレミノ
141クロガネモチ
151ケヤキ
161ケヤマハンノキ
171ケンポナシ
181コフシ
191コマユミ
201シュロ
211シラキ
221スダジイ
231タチバナモドキ
241タこウツギ
251ツブラジイ
261ナツグミ
271ナンテン
281ノリウツギ
291ハコネウそツギ
301ハナミズキ
31 Iピワ
321フリソデヤナギ
331ベニバナトチノキ
341ホソパイヌビワ
351マテパシイ
361マンリョウ
371ミズナラ
381ミヤギノハギ
391ミヤマガマズミ
401モッコク
411モモ
421ヤマツツジ
431ヤマハギ
441ヤマボウシ
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野草の管理について

その 1：駆除する植物［之ついて

横浜自然観察の森

2000.'l.16；藤田

．観察の森から駆除する植物（Noは3 優先Ji庚）

i .園芸種（八重のヤマアキ ・金魚ツパギなーど＝特！と人為的！こ植えた種）

' 

． 
． ． 

－ 

－ 
. 

' 
． 

2.外来種（ピラ力ンサ・トウネズミモヂなど』特に人為的！こ植えた種）

｛皇しF セイヨワタンポポのようにJ臼本中！と広がって駆除しきれないものF
駆除しでも，都市化のため［乙在来種に適Lた環境が減ーってお：り，在来種が再び増
える可能性がないようなもの怯J駆除．対象か与除ミiI ii元にγ昆虫や鳥－プけものな
どの勤物や，他の縞物との関係が成・り立つ .i~ 生態系／A·~部・とな7ているか与．
またJ このような植物とF在来種の雑種Cあいのこ）はjs人為的に作られた
ものでないのならばp生態系の中｛こゼぎたy・生物同士Eの新ししう関係の？っ3なのでi
L人為的に駆除しだりしない（但し：； ·~の雑種や〉駆除しきれない外来種がF イ有か
葱しiことを引き－起こず；というととがわが六段，;i幸栄，, .. 駆除する可能低も為る）．：

・3.円海山緑地の自然植生｛ごない種で1風2や，昏などによラで種子育長－布・されど：増えて
しまう干重（オオパグ芝，ア井グミ1ナヴ・シロークゅ三Iイイギりな己／・.

4、円、海山緑地ぬ自然植生にない種 ．
但し，近隣4区（栄区 ＼港南区・磯子；区・金沢区：~＇の自然植生｛之ある場合やj

観察め森の環境1ご生怠ず；；~｛｛まず－の植物ぎ復活さぜようとし！ている場合
は除く

＊・・人為的［ニ植乏たものの中！こF不適切なものが多いので／，これを駆除Lていく．
値し，畑の作物などもありがまた＇ '41こ該当す各種もあるーのでy駆除じてよ－いか，
どうJかわからなG＇－場合は y レン川一.｛乙~~言相談：じが1ら1￥.＇？＿.~七ぐださい；

－ 

． 

．・．
・．

h
 

－
 

．
 

．
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P.28~29は欠番です。 



横浜自然観察の森調査報告 11(2005)

保全計画四

一モニタリングシステムの検討一

藤田薫1

はじめに

横浜自然観察の森では、開園以来、鳥類、ホタル、環境、などの調査を行ってきた。同じ方法

で調査を行うニとで、これらの調査結果の約20年間に及ぶ蓄積は、指標生物や環境変化のモニ

タリングとなっている。また、今後同じ方法で調査を繰り返すことで、モニタリングとなる調査も

多々行っている。そこで、環境の変化を効率良くモニタリングするためのモニタリングシステムと

してこれらの調査を機能させるために、毎年変化を測定する調査、数年｛こ1回測定する調査など、

くり返しの周期を整理し、提案する。

調査の種類と繰返しの周期

頻繁に行った方が良い調査、簡単に行えるために頻繁に行うことが可能な調査を、毎年行うこ

ととした。また、変化するのに時間がかかるような、林の構成種と構造の調査などは、 10年に1

度調査することとした（表1）。

方エルの卵塊数調査、タヌキ・アライグマ等晴乳類の定点撮影調査などは、余裕があれば、も

う少し頻繁に行った方が良いと思われる。しかし、全く行わないよりは、 10年に1度でも行った方

が良い。

この他にも、横浜自然観察の森では、「林管理の鳥類への影響調査J『バッタ類の環境選好J

などのように、テーマ性を持った調査も行われている。このような調査も、くり返し行うことでモニ

タリング調査となるが、今回検討する『モニタリングシステムJの中では、環境変化を効率よくモニ

タリングすることを目的とするための調査を選択した。

モニタリングシステム：

毎年行うモニタリング調査以外の調査について、 10年を1サイクルとして、モニタリングの調査

を、以下のように配置することを提案する（表2）。環境省が5年ごとに行うモニタリング調査につ

いても含めた。

1 日本野鳥の会サンクチュアリ室干247-0013横浜市栄区上郷町 1562-1横浜自然観察の森
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表1.近年行われている調査と調査頻度
頻度 ｜ 内 容

10年に1度 ｜横浜市陸域生物

生物群集保全調査林の構成

5年に1度 ｜鳥類モニタリングサイト1000

里山モニタリングサイト1000. 

管理地のモニタリングチョウ・，n

毎年 ｜鳥類センサス

鳥類月別出現頻度

鳥類繁殖数（巣箱の利用数）

秋冬鳥のなわばり

タイワンリスセンサス

ホタル発生数

定点環境写真記録 （一望春 ・一望秋・ 一望冬・定点夏 ・定点冬5年に1度ずつ

入館者数翻査

外来種調査（移入記録）

自然情報収集

花

随時 ｜環境管理影響調査林管理影響調査

草地管理影響調査

水辺管理影響調査

林管理地のモニタリングチョウ

鳥類

林床植物

管理による常緑樹幼樹の生長への影響

生物相調査 カエル類の卵潟数調査

晴乳類の定点撮影調査

環境教育影響調査

希少種調査

表2.10年サイクルのモニタリング

1年目 鳥類モニタリングサイト1000

2年目 里山モニタリングサイト1000

3年目 管理地のモニタリングチョウ鳥 円海山の鳥類モニタリング

4年目 希少種シラン・スハマソウ ボランティア動向調査 円海山の里山モニタリング1000

5年目 カエル卵塊数・タヌキ定点撮影調査

6年目 鳥類モニタリングサイト1000

7年目 里山モニタリングサイト1000

8年目 林管理地のモニタリングチョウ鳥 円海山の鳥類モニタリング

9年目 林の構造と構成種調査1 ボランティア動向調査 円海山の里山モニタリング1000

10年目 林の構造と構成種調査2 陸域生物調査
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調査記録





横浜自然観察の森調査報告 11(2005)

調査場所

巣箱利用状況

松田久司（日本野鳥の会サンクチュアリ室）まとめ

篠原由紀子（横浜自然観察の森友の会）

カシの森，コナラの道，クヌギの林 自然観察センター～ミズキ5

調査日 2005年 4月～6月

調査開始 1 9 91年 ｜次年度 継続

調査目的

環境変化の指標として、巣箱を利用する鳥類の繁殖密度をモニタリン

グする。

調査方法

週に1回、巣箱の中を確認し、利用している鳥種と巣のできあがり状況、

卵数、ヒナ数を記録した。巣箱は、自然観察センタ一周辺山ミズキ5に 15 

個、コナラの道 6日 11 に 24個、カシの森に9個、クヌギの林に4個、合計

52個設置した。

巣箱は、カシの森とクヌギの林は利用密度が低いため（藤田他調査報

告書 1999・2000)50m×50m に1個、コナラの道は利用密度が高いため

50m×50mに3個設置した。それ以外の場所は、 50m×50mに2個設置し

た。

集計にあたって、繁殖成功率は、産卵した巣数に対する巣立ち成功し

た巣数を求めた。

調査結果

利用された巣箱は、シジュウカラ 10個で再度使われたものが内 1個

(2002年 35個、 2003年 19個、 2004年 8個、 2002・03・04年度調査報

告）、ヤマガラ3個（2002年6個、 2003 年 8個、 2004年3個 ）、繁殖段階

の早い時期に失敗または放棄したために、シジュウカラが利用したのかヤ

マガラが利用したのかを確認できなかった巣が7個であった（図 1）。 シジュ

ウカラ、ヤマガラによる利用は、昨年同様少なかった。タイワンリスによる利

用は、昨年と同様 4巣であった。

繁殖に成功した巣箱数は、シジュウカラ3個（2002年 21 個、 2003年 7

33 



個、 2004年 1個）、ヤマガラ2個 （2002年 5個、 2003年と 2004年とも2個 ）

であり（表 1）、昨年と比べて、ヤマガラは同 数であるが、シジュウカラは昨

年同様に少なかった。繁 殖成功率も、シジュウカラは 27.3%で、昨年より

は増加したが、 1991-1996年までの6年分をまとめた結果では約 50%で

あり（藤田 1997)、今年も昨年一昨年に引き続き低かった。ヤマガラが利

用した巣箱数に対する、繁殖に成功 ιた巣箱の割合は 66.7%であり、低く
はなかった。

鳥類による巣箱利用数の年による増減は通常起こる現象であるが、通

常起こる現象の範囲内であるのか、それともなんらかの原『因で年々減少し

ているのか、今後しばらくのモニタリングと、利用数が減少している場合は、

その原因解明が必要である。

。』~ー」9om

1回目繁殖

2回目繁殖

合計

・シジュウカラ
＠ ヤマガラ
圃シジュウカラ。rヤマガラ
A タイワンリス

図 1.利用された巣箱の場所

表 1.繁殖数．

シジュウカラ ヤマガラ 種不明

成功 失敗 成功 失敗 失敗

3 7 2 1 16 

。 1 。 。 。
3 8 2 ・1 16 
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横浜自然観察の森調査報告11(2005)

調査場所圏内全域

調査日 9月一2月

鳥類の冬なわばり数

渡辺浩行（日本野鳥の会サンクチュアリ室）まとめ

調査開始 1998年 ・ 次年度継続

調査目的

環境の変化を，鳥類を指標としてモニタリングする．

調査方法

秋～冬になわばりを作るモズ・ジョウピタキ・ルリピタキの確認された位置を地図に記録した．確
認は，友の会会員，探鳥会，ラインセンサス，レンジャーからの情報を元にした．

調査結果

圏内になわばりを作っていたのは，以下の通りであった．

1 モズ

オス3羽，メス1羽，合計4羽であった．昨年の7-9羽より少なかった．

2.ジョウピタキ

オス0羽，メス3羽，合計3羽であった．昨年の9羽より少なかった．

3.ルリピタキ

オス0羽，メスorメスタイプの若オス1羽，合計1羽であった昨年の8羽よりかなり少なく，一昨年
の2羽に近い数だった．
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横浜自然観察の森調査報告11(2005) 

鳥類のフインセンサス調査

松田久司（日本野鳥の会サンクチュアリ室）まとめ・
篠原由紀子（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 センター→ヘイケボタルの湿地→コナラの道
→カシの森→ミズキの谷→モンキチョウの広場→センター

調査日 夏期以外の時期に月 2回

調査開始 1986年 ． 次年度継続

調査目的

環境の変化を，鳥類を指標としてモニタリングする．

調査方法

定量的に，相対的に鳥類数を比較する際の資料を得るために，約2.3kmの
コースで，道の両側50mの範囲に出現する鳥類の種と個体数を記録した．

調査結果

調査は夏期を除いて14回行った。確認されたのは39種で、あった。月ごとの
平均個体数を比較すると、最も多かったのは10月であった（生物リスト参
照）。ウグイスについては6月がもっとも多く38羽、メジロについては10月
がもっとも多く59313]であった。ヒヨドリについては1月がもっとも多く87313] 
..，..忠「ナーー

横浜自然観察の森翻査報告11(2005) 一一一一一

月別鳥類出現記録調査

渡遺 初恵（日本野鳥の会サンクチュアリ室）まとめ

調査場所圏内全域

調査日 通年

調査開始 1986年 ． 次年度継続

調査目的

環境変化の指標として，鳥相をモニタリングするには．月 2回のラインセ
ンサス法だけでは記録できない種があるため．補充調査として行う．また，
季節の生物情報として．一部の情報をカード化し展示する．

調査方法

来園者， レンジャーなど職員，ボランティアの確認した鳥類の情報を，ぽ
ぽ毎日収集した．集計に際しては，これらの情報を月別にまとめ，その月の
調査日数あたりの各々の種の出現日数を求めJ出現率とした．

調査結果

72種が確認された（生物リスト参照）。アオジについては2001年度から
2004年度の1月，2月の記録では80%以上であったが、今年度は1月に41.7%, 
2月に48.0%であった。
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横浜自然観察の森調査報告書11(2005) 

シジュウカフに食べられた種子調査

高橋剛・高橋睦（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 観察センター周辺とコナラの道沿いに掛けてある巣箱

調査日 2005年 3月 12日～

調査開始 2002年 次年度 継続 終了予定

調査目的

シジュウカラが被食型散布する植物を明らかにする。

調査方法

3月12日巣箱をねぐらに使っていたシジュウカラのフンをスプーンで採集した。

No.1, 2, 5, 7, 8, 12, 16, 19, 22, 23, 24（シジュウカラと思われるフン採集）

3月13日巣箱をねぐらに使っていたシジュウカラのフンをスプーンで採集した。

No.32, 34, 35, 36, 37, 38, 39, 40, A. A3, B（シジュウカラと思われるフン採集）

7月17日乾燥させたフンをNo.毎に計量した。

No. 重量（g) No. 重量（g) No. 重量（g) No. 重量（g)

6.6 16 3.5 32 3.6 39 11.4 

2 7.3 19 8.4 34 14.5 ・40 9.7 

5 L9 22 1.9 35 0.4 A 1.3.2 

7 15.7 23 8.6 36 6.1 A3 0.1 

8 0.2 24 12.5 37 12.4 B 8.6 

12 1.2 38 2.3 

9月17日フンを茶こしに入れ流水で洗い、ろ紙でこして種子などを取り出し、乾燥させる。

フンの水洗い作業 No.1,2,5,7,8 

9月18日フンの水洗い作業 No.12, 16, 19, 22, 23, 24 

9月22日フンの水洗い作業 No.32, 34, 35, 36, 37, 38, 39 

フンの水洗い作業 No.40, A, A3, B 
' 

乾燥後に、種子の種類の同定作業を行う。

今後はイ2002年から保存してきた種子の同定作業を行い、巣箱からのフンの採集は終了する。
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調査名 悲翠生態調査

かわせみファ：ンクラブ ー青木努・板垣昭平・加藤みほ・佐々木祥仁・鈴木
調査者名（所属）

茂・鈴木隆明・平野貞雄・佐藤嘉明・佐藤義郎・石井伸明？藤田恵代・柳沢努

所
一
場
一
日

査
一
査

諒
一
調

横浜自然観察の森の「ミズキの池J周辺

主として日曜日

調査開始 1997年 次年度 継続くb 終了予定 18年3月

1. 調査目的

横浜自然観察の森の『みずきの池Jに飛来する藷翠の生態等について調査し、務翠が『みずきの池jでど
のような生活・習性をもっているか調査する．

2.調査方法

(1）調査方法

主として、日曜日にハイドの窓から藷翠の生態を観察した．

しかし、かわせみファンクラブ会員だrtでは4日／月程度の点の調査となってしまう為、調査結果の信頼
度が低くなってしまう恐れがあるので、一般来園者にも協力してもらいデータを面的・数量的に補足してもらう
ニとにより、データの信想性の向上を図るため、次の対応を推進した．

①ハイドに調査協力依頼のポスターを掲示．した。

②鶏翠ファンクラブ会員と共通の記録要旨を用意しておき、気軽に鶏翠の様子を記帳してもらった。

③興味を持ってもらえるように、過去の務翠の状況のグラフを掲示した．

④調査に協力して頂ける様、野鳥の写真の掲示や、会員が気軽に圏内の野鳥情報等の提供を心掛け主

(2）調査項目

①求愛給餌、交尾、1番子の’飛来時期等、藷翠の1年聞のライフスタイルを調査した．

②池の周囲をブロックに分け、ブロック別・止まり木別の利用回数・視認頻度｛時間帯別・

③時間帯別の藷翠の飛来頻度（時間帯別・月別）

④その他の野鳥情報等

(3）記録用紙の制定

① 1枚／日とした。

② 1枚の記録用紙に、鵠翠の調査と、野鳥の行動を記録するようにした．

3.調査結果

① 1番子はフ月1日頃で、2番子は8月20日頃であった．＝争 1番子は例年なら6月上旬には見られた。．
②求愛給餌は3月27日頃で、例年より早い．当前年度は5月15日で2番子は確認できなかったσ

③今年も例年同樟、池に飛来するのは親から子供に移っている．

④冬季は例年、餌の小魚が取れにくいことから、池での議翠の視認回数は少なくなるが、1月は23時間
の内 で5時間、12月は34時間の内13時間しか視認出来なかった。

⑤見られる確率が高かたのは、3月、7月、9月であり、3月の70%は今までに無い高確率であった。

⑥ ハイドの右側め崖で巣穴を2箇所担り始めたが諦めた。．＝争余りにも人通りの多い道路に面したため。

4.今後の調査について

1997年より8年間の調査結果、みずきの池でのかわせみの生態調査がほぼ把握できたので、今年度で
務翠の調査を終了する。
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調査結果の考察

1.みずきの池での藷翠の生態と圏内の野鳥観察結果

観察月 飛来性別 務署Eの生態
笠二1l

観察された他の野鳥

シメ・アオジ・ルリピタキ・ジョウピタキ・アカハ
ラ・シロハラ・ツグミ・ウソ・トラツグミ・イカル
（約30羽）・クロジ

1月 ♂♀ 
－餌はエピ
・見られる確$が低い月

2月
－餌Iまヱピ

♂♀（♂が多い）卜見られる確率が低い月 シメ・アオジ・ルリピタキ・ジョウピタキ・アカハ
ラ・シロハラ・ツグミ・ウソ・トラツグミ・クロジ

3月
・3月に入るとペアで居ることが多かった。

♂♀（♂が多い） 1・3/27求愛給飯を行った．
・77%の高E聖書Eで見られた最も高かった月．
・よく鳴きながら池の中を飛び回る。 、

♂♀（♂が多い）｜・4/1交尾を確包する。

・4/2求霊給餌を行った。

・5/3交尾を確Hiする。
♂♀（♂が多い）卜ハイド脇の虚に巣穴を堀始めたが放棄。

シメhアオジ・ルリピタキ・ジョウピタキ・アカハ
ラ・シロハラ’ツグミ・ウソ・トラツグミ
・3/13鴛ホーホケキョと噴き出す

上旬シメ・アオジ・クロジ・イカル・ピンズイ
4/18コマドリ・センダイムシクイの鳴き声
4/17オオルリ・ヤブサメの鳴き声

4月

5月 ・5/20ホトトギスの崎き声

6月 ♂♀（♂が多い）卜池には長時間居ない。すぐに出て行く。 ・6/10エゾムシクイの鳴き声

•7/1 幼鳥3羽飛来する埠今年の1寄子

7 FI ♂♀ ・3月に続<70%の高確$で見られた。

・8/20幼鳥3羽飛来する司今年の2香子
8月 ♂♀ 

9月
幼鳥の♂♀ －見る確立が67%と高かった。

（♂が多い） －殆んど幼鳥

10月
幼鳥の ♂♀ ．． ・殆んど幼鳥

（♂が多い）

11月 ♂♀（♂カf多い）

－例年に無く早＜12月12日に全箇氷結。

12月 ♂♀ －見られる綾患が低い月であった．

・ホトトギス・オオルリ・センダイムシクイ

・8/9オシドリの♀

・9/10ヱゾピタキ池の枯れ木に止まる

・9/25モズのE耳鳴き

•10/7 オシドリ♀1羽

・冬鳥の動きが鈍い．

・冬鳥は、例年の種額Iま入っているが、殆ど
見ることや鳴き声が聞こえない．

2.詰翠のブロック別視認頻度

①ミズキの池をA～Eの五つのフロックに分けて、どのフロックに滋翠が居るか調査した結果が図ー1である。
②諸君Eが一番視認出来たフロックl玄、 E ブロックであるが、このブロックは止まり木である為、観察者にとって諸悪を
見たという印象が強い為、記録に残している為と思われる。私たちの観測ではA・0ヲロックが多かった。功例年通り

③連続長時間の観察が少なく多くの観察者が短時間で、その影響が出ていると思われる。

④翁翠は池に入ってから、A～Dを周回しており、鳴かない限りA～DIこ居た場合分かりづらい状況下にある．
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図－1止まり木・ブロック別視認回数グラフ

。
2 3 4 5 A 

止まり木・ブロック
B C D 

延べ概査時間数：669時1～5：止まり木／A～D：ブロツ
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3.月別捜認頻度

①悲翠の月別視認度合いのグラフが図－2である。
②．定もひられる度合いが高れ月は、例年の1番子が飛来する7～9月で無く、3月であった。
＝宇今年は2香子が8月20日頃確認出来た。＝争昨年Iま2番子は飛来じなかった。
今年は1月が最も見られる確率が低（22%であった。 当 12～2月の3ヶ月が見られにくかった。
実際の視認割合は、このグラフより低めである。

＝辛一般の調査協力者は、措翠を見られなかった時間を記帳してい無いことが多い。

⑤例年どうり、冬季の藷翠視認度合いが悪いのは、池の水温が低くなり小魚が池の底の方にかたまってしまうことと、
池が氷結して餌が取れなくなるからである。

③ 
④ 

図－2 月別視館時間数グラフ
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40 
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。
11月 12月

延べ飼査臼数：173日

15時以降の確患が高かった。

月 7月

4.時間帯別視認績度

①務翠の時間帯視認度合いのグラフが図－3である。
②最も見る確率が高かったのは、17時台の93%であった。 詩

③ 反対に低かったのは、早朝の4～9時台の40%前後であった。
④全体的に慣らして見ると、12時以降の午後が比較的視認できる時間稀であった。
｛塁） 一般の来臨者のデータを曾めた縞揖障を見られる割合の平均値I玄、1時間当たりの49%であったが、実際はこれより相当低め
である．
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延べ調査時間数：485時

5.詰翠の飛来頻度

①悲翠が、ミズキの池に飛来してくる度合いのグラフが図－4である。
② 今回の調査で最も記帳がされてい無い項目であり、数値の信葱性から参考データとする。

｜図飛来回数 l
’N=69. 

図－4 月別飛来回数グラフ
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横浜自然観察の蒜調査報告書 1l・（2005)

調査名 悲翠生態調査

調査者名（所属） かわせみファンクラフ 青木努・板垣昭平・加藤みほ・佐々木祥仁・鈴木
茂・鈴木隆明・平野貞雄・佐藤嘉明・佐藤義郎・石井伸明？藤田恵代・柳沢努

所
一
場

一
日

査

一
査

調
一
調

横浜自然観察の森の「ミズキの池J周辺

主として日曜日

調査開始

1・調査目的

199フ年 次年度 継続くP 終了予定 18年3月

横浜自然観察の森のfみずきの池J（こ飛来する鶏翠の生態等にづいて調査し、藷翠が「みずきの池jでど
のような生活・習性をもっているか調査する。

2.調査方法

(1）調査方法

主として、日曜日にハイドの窓から藷翠の生態を観察した。

しかし、かわせみファンクラブ会員だけでは4日／月程度の点の調査となってしまう為、調査結果の信頼
度が低くなってしまう恐れがあるので、一般来園者にも協力してもらいデータを面的・数量的に補足してもらう
ニとにより、データの信想性の向上を図るため、次の対応を推進した。

①ハイドに調査協力依頼のポスターを掲示した。

②薪翠ファンクラブ会員と共通の記録要旨を用意しておき、気軽に鶏翠の様子を記帳してもらった。

③興味を持ってもらえるように、過去の讃翠の状況のグラフを掲示した．

④調査に協力して頂ける様、野鳥の写真の掲示や、会員が気軽に圏内の野鳥情報等の提供を心掛け先

(2）調査項目

①求愛給餌、交尾、1番子の飛来時期等、鶏翠の1年聞のライフスタイルを調査した。

②池の周囲をブロックに分け、フロック別・止まり木別の利用回数・視認頻度（時間帯別・

③時間帯別の鶏翠の飛来頻度（時間帯別・月別）

④その他の野鳥情報等

(3）記録用紙の制定

① 1枚／日とした。

② 1枚の記録用紙に、藷翠の調査と、野鳥の行動を記録するようにした．

3.調査結果

① 1番子は7月1日頃で、2番子は8月20日頃であった。当 1番子は例年なら6月上旬には見られた。

②求愛給餌は3月27日頃で、例年より早い．＝争前年度は5月15日で2番子は確認できなかった。

③今年も例年同様、池に飛来するのは親から子供に移っている。

④冬季は例年、餌の小魚が取れにくいことから、池での藷翠の視認回数は少なくなるが、1月は23時間
の内 で5時間、 12月は34時間の内13時間しか視認出来なかった。

⑤見られる確率が高かたのは、3月、7月、9月であり、3月の70%は今までに無い高確率であった。

⑥ハイドの右側の崖で巣穴を2箇所掘り始めたが諦めた。 ＝字余りにも人通りの多い道路に面したため。

4.今後の調査について

1997年より8年間の調査結果、みずきの池でのかわせみの生態調査がほぼ把握できたので、今年度で
菊翠の調査を終了する。
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図－5 時間帯宇野j飛来回数グラフ …
一市

a
o

『，，
o
a
u
a
a
y

命
。
の
，
‘

飛
来
回
数

。
4時 511寺 6時 7B寺 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時

時間帯

6.ミズキの池見取り図

注） 1～5 止まり木

A～D ： ブロック

参考にした本・文献 …………一......・－一 無し

－調査にご協力していただいた多くの方々・並びにご指導いただいたレンジャーにお礼申し上げます。
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横浜自然観察の森調査報告11(2005)

林管理の鳥類への影響 ー管理前の繁殖期の現況調査一

藤田薫（日本野鳥の会サンクチユアリ室）

調査場所

コナラの林，タンポポの道，生態園，ヘイケポタルの湿地周辺の管理予定地および対照区

の中の， 7コース（表1，図1）.このうち，コナラの道AとBのコースは遷移させるゾーン，クヌ

ギの林コースは管理している雑木林の対照区として調査を行った

表1.各翻査の調査コース

調査コース 長さ（m) 環境

生態圃 62.0二次林・常緑樹林

へイケポタルの湿地 201.0二次林・湿地

サクラ林 196.5二次林・常緑樹林

炭小屋 ・349.0二次林・草地

クヌギの林 125.0管理した二次林

コナラの道A 500.0二次林 図1.鳥類調査コース

コナラの道B 221.5二次林

調査日 2005年 4月 22日， 24日， 5月22日

調査目的

林を管理することによる、鳥類への影響・効果をモニタリンク．する。また、市民ボランティア

がモニタリングできる調査手法を探る。今年度は、管理予定地で、管理前の繁殖期の鳥類の

現状調査を行った。

調査方法

雑木林管理ゾーン（2002年度調査報告参照）にある管理予定地を通るコースを時速2km

で歩きながら、繁殖期の朝に片側50mずつ、両側 100mの範囲内で、姿か声を確認した鳥類

の種類と個体数を記録した。1日に閉じコースを2回歩き、集計にあたっては、その日現した

‘それぞれの種について、2回のうち、個体数の多い回のデータを採用した。同一コースの個

体数のモニタリングを今後行う際には、個体数実数のみで比較は可能だが、他のコースとの

比較を行うため、今回は、 1kmあたりの個体数も求めた。同一コースを4月と5月lこ1日ずつ

合計2日間調査したため、集計にあたっては、2日間の平均値を求めた。また、集計にあたっ

ては、目別の個対数と種数、 1kmあたりの個体数、種数、多様度（Shannon-Wiener'sHs）を

求めた。なお、アカハラかシロハラかツグミか、声だけでは種が確認ができなかった場合に

はよ「ツグミsp.Jとして記録した。
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調査結果および考察

1）種数

種数が最も多かったのはコナラの道Aの調査コースで18種、次いで炭小屋コースの14種、

コナラの道Bコースの 13種であった（表2、3）。最も少なかったのは生態圏コースの7種、次

いでヘイケボタルの湿地コースとサクラ林コースの9種であった。生態圏コースでの出現種数

が少ないのは、調査コースの長さが62mと、極端に短いためだと考えられる。

冬に同様に調査した結果では、種数が最も多かったのはコナラの道A、次いでコナラの道B

であり、最も少なかったのは生態圏コムス、次いでヘイケポタルの湿地コースと炭小屋コース

の8種であった（2004年度調査報告参照）。

繁殖期の結果と冬期の結果は、かなり似た傾向で、あった。

2）個体数

1kmあたりの個体数が最も多かったのはクヌギの林コースの 120羽、次いで生態園コース

とサクラ林コースの約 97羽、最も少なかったのはへイケポタルの湿地コースと炭小屋コース

の47.3羽、次いでコナラの道Bコースの60.9羽で、あった（表3）。

冬期には、クヌギの林コースが最も多く、次いでへイケボタルの湿地コース、最も少なかった

のは炭小屋コース、次いでコナラの道Bコースであった（2004年度調査報告参照）。

繁殖期も冬期も、最も個体‘数が多かったのはクヌギの林コース、最も少なかったのは炭小

屋コース、次いでコナラの道Bコースであったが、へイケポタルの湿地コースは、繁殖期には

少ないが、冬期には’個体数の多いコースであった。

3）多様度

多様度（Hs）が最も高かったのはコナラの道Bコースの 0.988、次いでコナラの道Aコースの

0.889であった。多様度が最も低いのは生態薗コースの 0.738、次いでヘイケボタルの湿地の

0.744であった（表3）。

冬期には、多様度（Hs）が最も高かったのはコナラの道Bコース、次いでコナラの道Aコー

ス、最も低かったのは生態園コース、次いでへイケポタルの湿地コースで、あった（2004年度調

査報告参照）。

多様度の高さは、繁殖期も冬期も、同様の傾向であった。

以上のことから、冬期だけではなく繁殖期においても、コナラの道は、鳥類の密度は高くは

ないが種数が多く、多様度も高いことがわかった。また、自然観察センター周辺のヘイケボタ

ルの湿地や生態圏は、鳥類の種数は少なく多様度も低い、現在友の会ボランティアによって

林の管理がされているクヌギの林では、鳥類の密度は高いが多棟度は低いことがわかった。

今後は、管理中、管理後に同様の調査を行うことで、多様性のモニタリングを行っていく。
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横浜自然観察の森調査報告 11(2005)

『いきもののための雑木林管理ゾーン』の林内調査

－管理前の現況調査一

藤田 薫（日本野鳥の会サンクチュアリ室）

調査場所

いきもののための雑木林管理ゾーンのうち、急斜面の部分を除き、緩い

斜面である程度管理可能な広さのある区域、 19ヶ所（図 1）。

調査日 2005年 2月 24日， 25日， 3月3日

調査目的

「いきもののための雑木林管理」を行うゾーン（2002 年度調査報告参

照）において、様々な成長段階・様々な管理の林を創出するために、管理

前の現況調査を行った。特に、アズマネザサ・アオキなどの低木の繁茂状

況を明らかにするための記録に留意した。

調査方法

1 ）被度

各調査地点の中の 5-6地点で、高木層（ 2 m以上）、低木層

(60cm-2m）、草本層（地面から約 60cmまで）の3層で、直径 2mの円

内の植被度を 25%ずつの4段階に分けて測定した。集計にあたっては、

5-6地点の値を平均した。
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2）アズマネザサの密度

各調査地点の中の5-6地点に、 50cm×50c m のコドラートを設置し、

ササの本数を数えた。集計にあたっては、 5-6地点の値を平均した。

3）アズマネザサとアオキの高さ

各調査地点の中の5ー6地点の、半径 2mの中にあるアズマネザサと

アオキの、平均的な背の高さを測定した。集 計にあたっては、 5-6地点

の値を平均した。

4）その他

樹種、草本植物の種名は、わかる限り記録し、希少植物の有無を記

録した。

調査結果および考察

高木層の常緑被度が75%よりも高かったのは地点 8.14、15、16、19で

あった。そのうち、地点 14、15、19は植林であった。低木層に常緑・が多か

ったのは、地点 3.9. 18であった。アズマネザサが多かったのは地点 3、7,

1 8 ..ササが人間の身長よりも高く伸びていたのは地点 1と6であった。アオ

キが背丈よりも高く伸びていたのは、地点 3、9、14、17、19 であった（表

。1）。

単一の植物が繁茂することは、林の構造を単純化し、他の生物の多様

性を下げることになる。従って、低木層にアズマネザサ、アオキが茂っている

地点 1、3、6、7、9、14・、18で低木管理を優先的に行っていくことが適し

ていると考えられた。但し、ササおよびアオキの薮を好む生物のため、これら

の繁茂 している部分を必ず残さなければならない。

現時点で、 11ヶ所の調査地点で林床に希少植物が確認されている。管

理作業を始める前に、 1年間の林床植物調査が必要 である。また、低ー木

を管理した後に希少植物が生えてくる可能性もあるため、管理後の調 査

も必要であると考えられる。

なお、地点 17 は、地図上で見るよりも、現地では斜面の緩い地形の面

積 はかなり狭いため、 管理 区域としては不適当であると考えられた。
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横浜自然観察の森調査報告 11(2005)

タイワンリス個体数の変化

松田久司 （日本野鳥の会サンクチユアリ室）まとめ

篠原由紀子（横浜自然観察の森友の会）

調査場所

！センター→へイケポタルの湿地→コナラの道→力シの森→

ミズキの谷→モンキチョウの広場→センター

調査開始 1986年

調査目的

次年度継続

外来種のタイワンリスの増減をモニタリングする．

調査方法

調査は年 12 回，夏期・秋期を除いて行った（表 1) .約 2.3kmのコース

で，時速約 2km で歩きながら，道の片側 25mずつ，合わせて両側 50mの

範囲に出現したタイワンリスの個体数を記録した．集計にあたっては，毎

年 b 月ごとの 1kmあたりの出現個体数を求めた．

表1. タイワンリス個体数調査実施日

年 月／日

4/16, 4/17, 4/2~. 5/1, 5/7, 5/17, 5/28, 6/7, 6/11, 6/22, 6/27, 7/9, 7/26,.7/31, 8/11, 
1986 
8/17, 8/21, 9/4, 9/18, 10/15, 11/6, 11/15, 12/6, 12/18, 12/29 

1991 5/17, 6/27, 7/17, 8/23, 9/22, 10/24, 11/27, 12/23 

1992 1／~2. 2/23, 3/20, 4/12, 5/3, 6/7, 8/30, 9/27, 10/27, 11/21, 12/23 

1993 1/23, 2/21 

1996 5/15, 6/6, 6/19, 7/31, 10/19, 11/14, 11/30, 12/29 

1997 1/26, 2/4, 2/28, 4/9, 4/25, 5/2, 5/29, 6/24, 8/2, 9/30, 12/3 

1998 2/6, 10/4, 10/31, 11/23 

1999 1/30, 2/7, 2/13, 2/28, 3/14, 3/28, 4/17, 5/2, 5/30, 6/12, 7 /10, 10/11, 11/6 

2000 1/14, 1/30, 2/13, 2/27, 3/7, 3/22, 4/7, 4/30, 5/14, 5/21, 6/18, 7/2, 10/14, 11/12 

2001 1/24, 1/29, 2/11, 2/28,.3/17, 3/26, 4/12, 5/6, 5/20, 5/27, 6/17, 7/1, 10/23, 10/29 

2002 1/13, 1/31, 2/10, 2/24, 3/10, 3/31, 4/14, 4/29, 5/15, 5/29, 6/20, 6/28, 11/20, 12/23 

2003 1/24, 1/31, 2/25, 3/6, 3/23, 3/30 4/29, 5/6, 5/19, 5/30, 6/9, 6/26 

2004 2/16, 2/22, 2/25, 2/28, 4/9, 4/21, 5/9, 5/22, 6/24, 6/30, 10/14, 10/25 

2005 4/9, 4/19, 5/19, 5/23, 6/9, 6/21, 10/7, 10/20, 1/7, 1/24, 2/8, 2/23, 3/8, 3/22 
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調査結 果

調査は年 14回，夏期を除いて行った（表 1) .タイワンリスの 1kmあたりの

平均個・体数 ±標準誤差は、約 4.7±0.8頭であった（図 1).2004年 に比

べ増加していたが， 月による変動も大きかった．
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k 5 
m 

あ 4 
た

の 3
個

体 2
数

:rur 

。
1991 1993 1995 1997 1999 2001 2003 2005 年

図1.タイワンリスの個体数変化
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横浜自然観察の森調査報告 11(2005) 

ホタルの成虫の発生数調査

篠原由紀子（横浜自然観察の森友の会）

尾崎理恵（日本野鳥の会サンクチユアリ室）まとめ

調査場所

ヘイケボタルの湿地ー長倉口ーイタチ川沿いーコナラの谷ー

ゲンジボタルの谷ーミズキの谷

調査日 .2005年 5月 27日・6月3目・ 12日・ 17日・24日・

7月1日・ 10日・ 15日・22日

調査開始 1986年

調査目的

次年度継続

水辺環境変化の指標として、ホタル成虫の発生数をモニタリングした。

調査方法

5月下旬から7月下旬の週に一度、 1~ :00～21 :0 0の問、歩きながらホタ

ルの発生数を翻ベた。発生数は調査区域を分けて調査した。調査区域 A

（ミズキの谷）と H（ヘイケポタルの湿地）は止水域であった。また翻査区域

B～Gの各翻査区域の川の長さは、 Bが 141.5m、Cが 237.5m、Dが 97m、

Eが 88m、Fが 182.5m 、Gカ｛ 148.5mであった（図 1）。

調査結果・考察

ゲンジポタルの初認日は6月 12目、ヘイケポタルの初認日は6月3目だ

った。発生数が最も多かったのは、ゲンジポタルは6月 17日で 104頭、ヘ

イケポタルは6月 24日で 126頭であった（図 2）。

ゲンジポタル成虫の調査期間の合計は昨年 274頭、今年 234頭で、

若干少なかった。ヘイケポタルは昨年 13・1 2頭、今年 564頭であった。

調査区域 B～G に発生したゲンジボタルの個体数を場所ごと、単位面

積あたりで求めると、 Bが最も多く、次いで C、Dの順に多かった（図 3）。
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横浜自然観察の森調査報告書 11(2005)

野草プロジェクトが除去した植物

〔績浜自然観察の森友の会野草PJ〕伊津嘉興子・高原弘子・畑史子
八回文子・松田博明・山路智恵子・山本久子・横溝八千代・篠原由紀子（まとめ）

調査場所：横浜自然観察の森圏内

調査日：2005年4月1日～2006年3月31日

間査開始 2002年 次年度継続 終了予定 年

調査目的：圏内で見つけて除去した園芸種植物の記録を残す．

調査方法：除去した時．花暦に記録した．

調査結果：

場所種名

① ハナニラ
① セイヨウジュウニヒトエ
① オオアラセイトウ
① ナノハナ
① オオデマリ
① ミヤコワスレ
⑥ キショウブ
④アオジソ
⑦ オオフタクサ

除去した月

4月
4月
4月
4月
5月
5月
6月
6月9月
7月

場所種名 除去した月

① メキシコマンネングサ 7月
③ ハコベホオズキ 7月
⑤ ワルナスビ 7月
④ シンテッポウユリ 8月10月
③ ヒガンバナ 10月
④ニラ 10月
② ナンテン 10月11月
④ キダチコンギク 10月11月
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横浜自然観察の森調査報告書 11(2005) 

カシの森の植物調査

篠原由紀子・八回文子（横浜自然観察の森友の会）

調査場所：カシの森

調査日：2005年毎月1回

調査開始 2005年 次年度継続 終了予定 年

調査目的 ：カシの森の植物を記録する．

調査方法 ：積浜自然観察の森の地図カ！こシはの東森西lと南北に50m幅の線が引いてあり，番号
がふられている．毎月1回 こ行き， 50m×50mの範囲別に植物を
記録する．

‘ 

横浜自然観察の森翻査報告書 11(2005) 

ャフカフシの結実実験

篠原由紀子（横浜自然観察の森友の会）

調査場所：圏内

調査開始 2005年 ． 次年度継続 終了予定 年

調査目的：圏内にある実のなるヤブカラシから発芽した株に実がつくか確認する．

調査方法 ：発芽した株を植木鉢に入れてが実がつくまで、観察の森の生態園において
観察する．

調査結果： 2005年には花をつけなかったので、継続観察中．
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横浜自然観察の森調査報告 11(2005) 

円海山域のアカガエルの卵塊数調査（2006)

松田久司（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 横浜自然観察の森の水辺（生態園の池，センター横のプランター，

センター裏の池，ヘイケポタルの湿地，ミズスマシの池，

ゲンジボタルの谷，水鳥の池，トンボ池，アキアカネの広場の水たまり）.－

金沢自然公園（ドングリ池，しだの谷，みずの谷， Eの沢遊水池，北谷），

横浜横須賀道路釜利谷ジヤンクション内の遊水池，

ひょうたん池周辺，氷取沢市民の森（おおやと広場周辺，源流部の湿地）

瀬上市民の森（小川アメニティ横の水たまり，トンボ池周辺，瀬上池奥，

大丸広場周辺，漆窪周辺）

調査日 2006年 1月 23日～ 4月 20日の週1回の 14回

調査開始 2002年

調査目的

｜次年度継続~ ｜終了予定， 2006年

円海山域のアカガエルの卵塊数調査が，大津によって， 1998年から2000年に渡って行わ

れており，横浜自然観察の森が，約 450卵塊ともっとも多いと報告されている（翻査報告 5).

その後の卵塊数の変化を明らかにしたく， 2002年から 2004年と横浜自然観察の森内のア

カガエルの卵塊数調査を行い，さらに 2005年度は範囲を拡大して，円海山域のアカガエル

の卵塊数翻査を行った．

調査方法

調査場所としてあげた水辺を，週一回巡回して，まとまった形の卵塊を計数した

4月に入って 2回続けて計数されないときまで調査を行った．なお釜利谷ジヤンクション内に

は立ち入れないため，双眼鏡での観察を行った卵塊は産卵後しばらくまとまった形を保って

いるが，産卵場所と卵塊数を略図におとし，次に調査する際に重複しないよう考慮した．また

ヤマアカガエルは先に産みつけられた卵塊の近くに重ねて産卵することがあるため，重なっ

ている場合は，水面への盛り上がりの部分を中心，卵が直線的に並んでいる部分を境界線と

してとらえ，それぞれ別の卵塊と判断し計数した．卵塊がニホンアカガエルのものかヤマアカ

ガエルのものかの識別は，卵塊を持った際のぬめりの残り方や弾力性によって判断で、きると

言われており，ニホンアカガエルは調査中に観察できなかった．
，、
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調査結果

横浜自然観察の森では，合計 462個の卵塊が産卵され、昨年同様多かった 2002年から

2006年の横浜自然観察の森の各水辺の卵塊数を，表1に示す．横浜自然観察の森の水辺

のなかでは，へイケポタルの湿地に 374個（全体の 81.0%）と，多く産卵していた 2005年と

2006年の横浜自然観察の森以外の各水辺の卵塊数を，表2に示す．瀬上では51個，また金

沢自然公園では 43個の卵塊が観察されたが，ひょうたん池周辺，釜利谷ジヤンクション内の

遊水地，氷取沢では，卵塊が観察できなかった．

「 表1横浜自然観察＇(j)議の調査場所の卵塊数 f 

語孟墨活 2002年 2003年 2004年 2005年 2006年
生態園 31 12 9 11 3 
センター裏 。 。 。
へイケの湿地 57 57 86 390 374 
ミズスマシの池 。 。 。
ゲンジの谷 2 12 5 7 5 
トンボ池 － 24 65 34 66 52 
アキアカネの丘 4 4 3 2 
本鳥の池2 61 27 28 13 23 
水鳥の池3’ 9 。 。 。
合註 189 174 166 491 462 

「－－・一一一 会2横浜自然観察の森以外の調査場所の卵塊数 一一一－1
調 ・査 場 置 2005主 2006年

｜瀬上 l小Jllアメニテ王横の本たま日長 i 9 
! 1~Jllアメニテ王横の本たまり丸 l
j市民の森入り口位近 。 2 
！をかよし田んぼ位近 。
l沈佐世 34 38 
1トンボ；也 20 4 
！瀬上池の奥 10 4 

！小註 74 51 
；金沢自然公園 ！しだの谷 。

iどんぐり池 12 43 
！小計 13 43. 

：ひょうたん池 ！ひょうたん池 。 。
周辺 －新ひょうたん池 。 。

小計 。 。
！釜主IJ谷ジヤンクシヨン内の遊水池 。 。
山本宮沢 J源流部の湿地 。 。

~ 』 計 87 94 
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円海山域のヒキガエルの卵塊観察報告（2006)

松田久司（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 横浜自然観察の森の水辺（生態園の池＝センター横のプランター，

センター裏の池，ヘイケボタルの湿地．ミズスマシの池，

ゲンジボタルの谷，水鳥の池，トンボ池．アキアカネの広場の水たまり）．

金沢自然公園（ドングリ池，しだの谷，みずの谷， IIの沢遊水池，北谷），

横浜横須賀道路釜利谷ジヤンクション内の遊水池，

ひょうたん池周辺．氷取沢市民の森（おおやと広場周辺，源流部の湿地）

瀬上市民の森（小Jllアメニ予ィ横の水たまり．トンボ池周辺，瀬上池奥ョ
大丸広場周辺．漆窪周辺）

調査臼 2006年 1月 23日～ 4月 20日の週1回の 14回

調査開始 2005年 終了予定 2006年

調査目的 一一一一一一一一一一一一一一一一一一
ヒキガエルの卵塊が， 「 表1ヒキガエルの卵塊が観察された水辺 -1 
円海山周辺の緑地にお

いて，どの水辺で観察で

きるか，明らかにするた

め調査を行った．

調査方法

調査場所としてあげた

水辺を，週一回巡回し

て，ひも状のヒキガエル

の卵塊があるかを記録し

た．釜利谷ジヤンクション

内には立ち入れないた

め，双眼鏡での観察を行

った．

調査結果

ヒキガエルの卵塊の観

察された水辺を表1に示

す．卵塊は，釜利谷ジャン

調査場所
横浜自然観察の森 ｜生態園

｜センタ一事
｜へイケの湿地
iミズスマシの池
iゲンジの谷
｜トンボ池
｜アキアカネの丘
｜水鳥の池2
171<鳥の池3

瀬上 ｜小川アメニティ横の水たまり長
！小川アメニティ横の水たまり丸
｜市民の森入り口近くの水たまり
i沈砂池
！へイケ用の湿地
lトンボ池
！溝上池の奥

金沢自然公園 ！しだの谷
｜どんぐり池

ひょうたん池周辺 ひょうたん池
：新ひょうたん池

釜利谷ジヤンクション内の遊水池
氷取沢 ‘源流部の湿地

2おおやと広場周辺

・05年 06年。。。。。
。。。。。。。。。。。。。。。。。。
。。。。。。
。。、。。

クション内の遊水池では観察されなかったが，それ以外の場所においては，卵塊が観察された．

ヒキガエルの卵塊は卵塊数を計数することが難しいため，生息数は不明であるが，円海山全

域に生息していると思われる
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環境記録写真

松田久司 （日本野鳥の会サンクチュアリ室）

調査場所圏内 11ヶ所

調査日撮影： 2005年 5月 29日、 8月 31日と 2006年 2月 14日

調査開始 1986年より（毎年ではない）

調査目的
同じ場所から定期的に環境を写真撮影することによって、環境の変化

を記録する。

調査方法

圏内 11力所で環境を撮影した。撮影場所は、図 1の通り。

調査結果

撮影 した写真 は、記録として整理、保管した。
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自然情報収集調査

来園者．ボランティア，レンジャーなど職員

調査場所圏内全域

調査日 通年

調査開始 1986年 ． 次年度継続

調査目的

自然・生物の情報を収集し自然解説・行事，一般来園者へのサービスとして活
用する．また．生物リストや生物暦等自然史資料を作成する際の資料とする．

調査方法

来園者， レンジャーなど職員，ボランティアの確認した生物の情報を，収集し
た．情報は．種別・種名・確認年月日・確認内容・記入者を所定のカードに明記し
てもらった．これらの情報を月別に，綱別にまとめた．

調査結果

情報はカードに記入しこのカードは，展示コーナーの自然情報ボードに最新情
報として展示した後，閲覧できるようにファイルした．また，情報は入力して蓄積
し＇ 2005年度版自然情報集を作成して，閲覧できるようにした．
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雑木林ファンクラフ 2005炭焼き結果

雑木林ファンクラブ（横浜自然観察の森友の会）

調査場所 炭焼き小屋

調査日 2005年3月 12・13日， 6月4・5日， 7月2・3日，10月 22・23日

調査開始 2002年｜次年度唾砂終了｜終了予定一 年

調査目的

環境管理の際に出た木材の活用方法の1つとして炭焼きを行ってい

る.2005年度に炭焼きを行った際の温度変化の計測結果を報告する．

調査方法

1 .炭窯の構造

炭焼きを行った窯は，本窯である．本窯は，窯の胴は奥行きが 1.4 

m，一番広い部分の幅が 1.2mあり，平面的には煙突のある奥を鈍端

とじた卵型をしている．また胴の高さが 0.9m，鉢の高さが 0.3mである．
焚き口は間口 0.5m，高さ 0.9m，上部の奥行き 0.35m，下部の奥行き
が 0.6mである。

2.温度計測場所

本釜は窯中央と煙突に温度センサーを挿入して、温度変化を測定

した．本窯については、夜に焚き口を閉じるため、温度が連続していな

い。10月については、・連続して焚きこみをした。

調査結果

・2005/3/12-13 本窯による実施分

炭材：モウソウチク（割材）

重量 ：290Kg

出炭 量： 29.2Kg

出炭率： 10.01% 

温度変化については，図 1を参照のこと．

・2005/6/4-5 本窯による実施分

炭材 ：モウソウチク（割材）

重量 ：296Kg

出炭 量 ：73.5Kg 竹酢液： 20Q
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出炭率： 24.8%

温度変化 l二ついては，図 2を参照のこと．

・2005/7/2-3 本窯による実施分

炭材：クヌギ，桜（丸・割材）

重 量： 496Kg

出炭 量 ：91.4Kg 木酢液： 50Q

出炭率： 18.4%

温度変化については，図 3を参照のこと．

・2005/10/22-23 本窯による実施分

炭材：トウネズミモチ，桜（丸・割材）

重量： トウネズミモチ 171.5Kg 桜 242.5Kg

出炭 量 ：90.4Kg 木酢液： 70Q

出炭率 ：21.8%

温度変化については，図 4を参照のこと h
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行事効果測定調査

渡遁初恵（日本野鳥の会サンクチュアリ室）

調査場所 横浜自然観察の森、金沢自然公園

調査日 2004年 10月 23日～ 2004年 10月 31日

調査目的

大きなまとまりのある緑地である円海山周辺の緑地をフィールドとした

行事で、大規模緑地の役割について、参加者がどのように感じたのかを

明らかにする。

調査方法

一般市民を対象としたハイキング型行事『円海山オリエンテーリング』

(8日間実施において、参加者 217人に対して、行事終了後、アンケート

調査を行った。「円海山オリエンテーリングJとは、金沢自然公園ののはな

館と横浜自然観察の森を結ぶコース上に、様々な生きものや自然に関す

る設問や解説の看板を21枚設置し、クイズなどを解きながら歩くハイキン

グ型の行事である。 ．

アンケートの設問は、年齢と、 1)緑地の構造と環境への理解を測るた

め、「単純な森」と「複雑な森 jを模式図で示したもの、 2）大規模緑地のま

とまりへの理解を測るたぬ、「分断された緑地』と「まとまった緑地Jを模式

図で示したもの、 3）生息してほしい生きもについて明らかにするため「外来

種Jと「在来種Jを模式図で示したものを用意した。生息してほしい生きも

のの設問においては、中学生未満（ 1 3歳未満）を子供とし、中学生以上

を大人として集計した。

なお、アンケートに関係するオリエンテーリングの設問は、 1)に関しては、

針葉樹の植林地と広葉樹の林の違い解説「道の両側、どんな木がたくさ

んあるかのお？同じような木たちじやろうか？それとも、違う木たちかのおJ

2）に関しては、三浦半島に続く大きな森を実感「遠くまでよく見えるじゃろ

お～緑の森がずーと、ずーとつながっていると感じてくれたかのお三浦半島

まで続いているのじゃ。J 3）に関しては、外来種の入り込みやすい環境の

解説「工事をしたような後には、背の高い葉っぱにたくさん切れ込みのある

草やたくさん黄色い花をつけた草が多いのお。（ ！）大ブタクサもブタクサも

北アメリカ原産の植物です。』の3札をコース上に設置 した。
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〈アンケート内容〉

1. 年齢

2. 今日歩いてみた森はどちらの森でしたか？

①、②とそれぞれどちらかひとつにOをつけてください。

① 

Q~ 

② 

3. ここの円海山周辺がどんな森だったらいいと思いますか？

（複数回答可）

調査結果

回収したアンケート数は 93枚（回収率 42.9%）であった。

参加者の年齢内訳としては、 10歳未満が 23名（24.7%）ともっとも多か

った（図 1）。

選択 式の設問 2ー①森の構造では 、「単純」を選んだ人が 11 名

(11.8%）、「複雑』を選んだ人は 72名（77.4%）であった（図 2）。設問 2ー

②緑地の規模では、「分断された緑地 Jを選んだ人が7名（7:5%）、「まとま

った緑地 Jを選んだ人は 83名（89.3%）であった（図 3）。
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設問 3の生息してほしい生きものに関しての問いでは、外国産と答えた

入が8名（8.6%）、横浜産と答えた人が 82名（88.2%）であった（図 4）。 外

国産と答えた人を、年齢別で比較してみると中学生以上の多くが横浜産

と答えたのに対し、外国産と答えたのは中学生未満が80%を占めていた

（図 5）。

考察

参加者の年齢層は、 10歳未満が多かったため、小学校低学年の子供

がいる家族が多く参加していると考えられる。この傾向は昨年度と同様で

あった（渡遺 2004）。

円海山周辺の緑地の森の構造は複雑で、規模は大きいと、 70%以上

の参加者が選択しており、円海山周辺の緑地は様々な環境があり、森が

続く大規模緑地であることを、緑地の構造とまとまりについて円海山オリエ

ンテーリング参加者に理解していただけたと思われる。

生息してほしい生きものに関しては、在来の生きものに対して脅威になる

外来種を選択している子供が多いのは、テレビなどの影響 が大きいと考え

られる。外来種が与える影響について、中学生未満の子供への普及が、

あらゆる場面で必要と思われる。

引用文献

渡遺初恵 .2004.行 事効果測定調査横浜自然観察の森調査報告書

1 O.: P94-95 
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横浜自然観察の森友の会会員動向調査

尾崎 －理恵（日本野鳥の会サンクチュアリ室）

調査場所横浜自然観察の森

調査日 2005年 3月～2006年 3月

調査開始 1986年

調査目的

施設のボランティアグループ「横浜自然観察の森 友の会 Jの会員動

向を把握し、施設の事 業を推進していく上で基礎資料とする。

調査方法

氏名を削減した会員データを友の会より借用し、そのデータをもとに「会

員数の変化 J「入会年別会員数J「年度別入会者数 j「入会年度別現在

会員比率 J「会員年齢分布」「04、05年度会員内訳Jの 6項目について

データを分析し、まとめた。

調査結果・考察

1 ）会員数の変化（図 1)

2005年度の会員数は 245名であった。3年前の 2002年度の 322

名に比べると減少していることがわかる。これには友の会の会 費 制度が

変わり、値上げしたことも一因ではないかと思われる。

2）入会年別会員数（図 2)

05年度、 04年度、 03年度と順に入会者数は 20名以上であった。

また 97年度も 22名と多く、この年度の入会者数が多い理由について

は施設のデザインと当時の友の会の事業計画等をあわせて分析が必

要である。

3）年度別入会者数（図 3)

96 年度が最も多く、次いで友の会設立年度の入会者 数 が多かっ

た。 96 年度が多かった理由はやはり、当時の施設側のしかけと友の会

側のデザインを振り返って検討する必要がある。
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4）入会年度別現在会員比率（図的

各年度において、現在どのくらいのわりあいで会員を続けているのか

の割合を調べた。結果、最近過去 3年間の割合が高かった。 97年度、

99年度も次いで高い。

5）会員年齢分布（図 5)

60代の会員が最も多く、次いで 50代、 40代、 70代の会員が多かっ

た。

6)04, 05年度会員内訳（図 6)

最近 2年間の会員内訳をみると、やはり60代の会員が多いことがわ

かる。
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横浜自然観察の森調査報告書11(2005) 

鳥類ラインセンサスでの出現種（2005年4月一200昨日）
数値は月ごとの平均個体数．

種 名 4月 5月 6月 10月 1月 2月 3月
1アオゲフ 1.5 1.0 2.0 0.5 2.0 
2 アオサギ 0.5 
3 アオジ 6.0 4.0 3.5 1.5 
4 アカハフ 0.5 
5 ウグイス 29.0 31.5 38.0 2.5 11.0 18.0 34.0 
6 エナガ 1.5 2.5 4.5 6.0 3.5 1.0 
7 オオタカ 0.5 0.5 
8 オオルリ 1.0 1.5 0.5 
9 オナガ 1.0 
10 カルガモ 1.0 1.0 
11 カワセミ 1.0 1.5 1.5 0.5 
12 カワフヒワ 0.5 0.5 2.5 1.0 0.5 3.0 
13 キジバト 3.5 1.5 4.0 0.5 4.5 2.5 3.0 
14 キビタキ 0.5 0.5 0.5 
15 キセキレイ 1.5 
16 コゲフ 3.5 5.0 8.0 1.0 5.5 7.5 8.5 
17 コジュケイ 7.0 4.0 5.5 1.5 2.0 5.0 7.0 
18 コマドリ 0.5 
19 サンコウチョウ 0.5 
20 シジュウカフ 13.0 7.0 19.0 22.0 12.0 13.5 12.0・ 
21 シメ 5.5 2.0 3.0 1.5 
22 ジョウピタキ 0.5 
23 シ口J、フ 0.5 1.5 2.0 1.0 
24 スズメ 31.5 12.0 0.5 1.0 
25 センダイムシクイ 1.0 
26 ツグミ 3.0 9.5 3.0 1.5 
27 ツJfメ 0.5 0.5 1.0 
28 トピ 0.5 1.0 1.0 2.5 0.5 
29 ハシブトガフス 3.5 6.0 4.5 9.0 2.5 2.5 4.5 
30 ハシポソガフス 1.5 1.0 1.0 2.0 2.5 2.0 
31 ヒヨドリ 39:0 14.0 22.0 81.5 87.0 53.5 37.0 
32 フクロウ 0.5 
33 ホオジロ 3.0 3.5 5.5 1.5 0.5 .2.0 2.0 
34 ホトトギス 1.0 0.5 
35. ムクドリ 1.5 0.5 1.5 3.0 
36 メジロ 41.0 41.5 48.0 59.0 32.5' 27.0 25.0 
37 モズ 4.0 0.5 1.0 0.5 
38 ヤブサメ 0.5 
39 ヤマガフ 3.0 2.0 10.5 2.0 4.5 2.0 1.5 

員十 172.0 162.5 193.5 199.0 183.0 156.0 149.5 

アオジ？ 1.5 1.0 0.5 
大型ツグ、ミSP. 2.0 0.5 6.0 1.5 
カフスSP. 、 0.5 2.0 
ルリビタキ？ 1.0 
iロ=>. 計 175.5 163.0 193.5 199.5 190.0 160.0 150.5 
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機浜自然観察の森調査報告書11(2005)

月別圏内鳥類出現率 (2005年4月～2006年3月）

No 科名 種名
出現率（首）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

1ウ カワウ 3.4 3.7 

2サギ コサギ 15.4 8.7 

3 アオサギ 7.7 4.0 7.7 7.7 8.7 8.3 

4ガンカモ オシドリ 3.8 7.7 

5 マガモ 4.0 

6 カルガモ 19.2 6.9 8.0 3.7 1 l.5 11.1 

7 コガモ 4.2 3.7 

8ワシタカ ミサゴ 3.8 7.7 4.3 8.3 

9 トピ 61.5 62.1 60.0 77.8 65.4 68.0 76.9 88.5 78.3 58.3 76.0 88.9 

10 オオタカ 3.45 4.0 4.0 11.5 15.4 4.3 8.3 8.0 

11 ツミ 4.0 7.7 4.2 

12 ハイタカ 3.45 8.0 7.7 4.0 3.7 

13 ノスリ 15.4 26.9 21.7 25.0 20.0 7.4 

14 サシパ 36.0 3.8 

15 チュウヒ 4.3 

16 ハヤブサ ハヤブサ 7.7 

17 キジ コジュケイ 92.3 93.1 84.0 70.4 65.4 40.0 61.5 57.7 69.6 54.2 88.0 96.3 

18 キジ 15.4 3.4 14.8 

19 シギ ヤマシギ 4.2 

20 ハト キジバト 73.1 89.7 80.0 55.6 46.2 60.0 57.7 53.8 60.9 54.2 76.0 88.9 

21 フクロウ フクロウ 15.4 4.0 4.0 3.7 

22 アマツバメ ヒメアマツ1＼メ 7.7 6.9 16.0 11.1 ll.5 12.0 7.7 17.4. 4.2 4.0 

23 カワセミ カワセミ 38.5 58.6 72.0 48.1 26.9 16.0 38.5 30.8 26.1 16.7 7.4 

・24キツツキ アオゲラ 57.7 65.5 52.0 44.4 57.7 24.0 30.8 30.8 13.0 16.7 40.0 44.4 

25 コゲラ 92.3 89.7 80.0 44.4 26.9 40.0 53.8 53.8 52.2 54.2 76.0 81.5 

26 ツJfメ ツ1＼メ 34.6 58.6 68.0 59.3 19.2 8.0 7.7 

27 イワツ1＼メ 4.0 7.4 4.0 

28 セキレイ キセキレイ 23.1 10.3 16.0 ー7.4 4.0 7.7 15.4 8.7 4.2 12.0 3.7 

29 I¥クセキレイ 13.8 4.0 11.1 12:0 7.7 15.4 39.1 12:5 8.0 14.8 

30 セグロセキレイ 4.3 

31 ピンズイ 3.8 

32 ヒヨドリ ヒヨドリ 92.3 89.7 72.0 51.9 46.2 24.0 84.6 92.3 100.0 95.8 96.0 100.0 

33 モズ モズ 7.7 3.4 3.7 12.0 92.3 80.8 43.5 20.8 48.0 25.9 

34 ヒタキ コマドリ 7.7 

35 ルリピタキ 11.5 12.5 3.7 

36 ジョウピタキ 3.8 23.1 8.7 8.3 16.0 7.4 

37 ノピタキ 3.8 

・38 トラツグミ 3.8 3.8 25.0 16.0 14.8 

39 アカハラ 23.1 3.4 15.4 21.7 8.3 20.0 14.8 

40 シロハラ 46.2 3.8 34.8 29.2 56.0 37.0 

41 マミチヤジナイ 7.7 3.8 

42 ツグミ 34.6 3.8 23.1 56.5 54.2 68.0 85.2 

43 ヤフサメ 11.5 55.2 60.0 18.5 

44 ウグイス 100.0 100.0 96.0 96.3 80.8 4.0 38.5 69.2 69.6 66.7 76.0 100.0 

45 センダイムシクイ 19.2 6.9 4.0 

46 セッカ 3.7 

47 キビタキ 23.1 17.2 20.0 3.7 12.0 19.2 

48 オオルリ． 42.3 58.6 20.0 

49 サメビタキ 8.0 

50 エゾピタキ 16.0 3.8 

51 コサメビタキ 3.8 

52 サンコウチョウ 6.9 
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No 科名 種名 出現率（%）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
53エナガ ヱナガ 26.9 31.0 20.0 11.1 24.0 42.3 50.0 56.5 37.5 56.0 48.1 

54シジュウカラ．ヤマガラ 88.5 93.1 72.0 37.0 19.2 32.0 23.1 23.1 26.1 29.2 40.0 40.7 

55 シジュウカラ 100.0 100.0 88.0 81.5 57.7 56.0 88.5 73.1 82.6 83.3 92.0 96.3 

56 ゴジュウカラ 7.7 

57 メジロ メジロ 96.2 93.1 92.0 77.8 57.7 60.0 76.9 84.6 78.3 70.8 96.0 96.3 

58 ホオジロ ホオジロ 80.8 86.2 88.0 66.7 38.5 28.0 34.6 73.1 60.9 41.7 80.0 74.1 

59 カシラダカ 11.5 4.3 4.2 

60 アオジ 73.1 3.8 57.7 60.9 41.7 48.0 44.4 
'61 クロジ 11.5 13.0 12.5 3.7 

62 アトリ カワラヒワ 19.2 20.7 36.0 7.4 4.0 15.4 11.5 4.3 12.5 4.0 14.8 

63 アトリ ペニマシコ 3.8 

64 ｜ウソ 3.8 

65 イカJレ 11.5 4.0 4.3 

66 シメ 57.7 6.9 11.5 17.4 33.3 12.0 25.9 

67 J、タオリドIJ スズメ 80.8 96.6 96.0 100.0 96.2 88.0 80.8 88.5 82.6 62.5 72.0 81.5 

68 ムクドリ ムクドリ 34.6 62.1 20.0 51.9 19.2 4.0 11.5 4.3 18.5 

69 カラス カケス 8.0 11.5 

70 オナガ 3.4 3.8 

71 ハシポソガラス 50.0 41.4 12.0 22.2 11.5 24.0 26.9 15.4 34.8 25.0 16.0 33.3 

72 ハシブトガラス 92.3 89.7 76.0 81.5 73.1 84.0 84.6 80.8 78.3 66.7 88.0 88.9 

73 本ハト ド1＼ト 3.8 3.8 3.8 3.8 3.7 

74 本チメドリ ガピチョウ 3.4 

ワシタカ オオタカorハイタカ 3.8 

ハイタカSD. 7.7 8.7 12.5 

カモメ カモメSP. 3.7 

アマツ1＼メ アマツバメsp. 4.3 

セキレイ セキレイSD. 3.8 4.0 

ヒタキ ルリヒ·~キorシ．ョウピ9キ 4.3 3.7 

ツグミSP. 41.7 12.0 

大型ツグミSD. 23.1 6.9 3.8 4.3 

本：外来種
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横浜自然観察の森調査報告 11 (2005) 

花暦・ 2005年

横浜自然観察の森友の会 野草プロジェクト：伊津嘉典子・高原弘子・畑史子

八回文子・松田博明・山路智恵子・山本久子・横溝八千代・篠原由紀子（まとめ）

〈調査方法〉

毎月 1日から 10日の聞に、篠原が圏内全域を歩いて植物の状況を記録した。

野草プロジェクトの活動日にメンバーが記録したものを追加した。

つぼみ :L:::.. 

花 ． ：女

未熟な実：O

熟した実：．

むかご ：む

ム

ヲ肘。
． 

－／の後は定例調査の日以外の記録

く凡例〉

h’町
A女O

ム女0・
0・

ム O 実0・
1:::,,. ． ム／女12

ム 0・ム16女22
安O ム女16022

例 1.一定例調査の日には普だったが12日には開花を記録した：ム／女12

ム26

女22

ム安20

ム女020

例2.一定例調査の日には記録されなかったが、 26日にはつぼみを記録した：ム26

i圏内で観察できる場所が限られている植物は、種名の右（）内に場所を記した

7:7打力本の..Ii,才：尾根道，力：カシの森， ク：クヌギの林，．ゲ：ゲンゲの谷， コ： 3ナうの谷

ス：炭焼き場，セ：生態圏，／：ノギクの広場，ハ：畑， ピ：ピクニック広場， ミ：水鳥の池

－種名の網掛けは生態園で観察できた種
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O
 

A
／
女
11

*
 

。
A
女

企
f:
t_
17

ム
女

A
女

ムヲ
ー 女
0
・
0
 

女
。

女
O

A
O
 

*
O
 
0
 

0
 

0
・
0
 

。

A
女
17

。 。
A
 

A
S
 

0
 

。

A
犬
17

。
A
O
 

A
女
23

。
A
2
3
 

*
 

A
女
I
o
 

企
0
1・19
I
 A
大
0
・

。 0
2
0
 

A*
 
O
B
 

0
・

女
O 0
・

o
 
I
 
o
・

。
0
・I
o
 

A
*
 
I
 
A
女
0
・27．
 

0
・
。

赤
紫

""' 円 m
 
緑 茶 褐 赤 茶

A
3
1
 

大
0
・
l

・
1

・
I
－－
－－
－－
－－
.，
薄
茶

・
｜
・
I

I
 
I黒 赤

A
 
0
・
l
A
／
女
17
l
企
女
・
I
D
.
犬
・
｜
緑
で
も
完
熱

• 
I
 

• 
I
 

• 
I
 

• 
I薄
茶

ム
＊
28

A
犬
25

。 女0
・

縄 縄 茶



積
名

科
名

3
月
2
日
I熟
し
た
突
の
色

セ
イ
ヨ
ウ
ジ
ュ
ワ
ニ
ヒ
ト
エ
値
殺
1シ
ソ

｜選
；
単
語
語
源
；
民
政
漏
出
：
：
｜キ
ク

Fセ
キ
シ
ョ
ウ
樋
裁
｜サ
ト
イ
モ

セ
1）
・

｜セ
リ

｜造
語：
ξ
i訟
単語
：：
；：
；
!HH
H
キ
ン
ポ
ウ
ゲ

4月
6
日

企
全
ll

A
女

51
'!
4
日

.6.
女
9

6
月
1
日
7
月
8
日
8
月
3
日
9
月
3
日 。

.6.
女

10
月
6
日
11
月
5
日
I
12
月
7
日
I
1月
5
日

。

2
月
8
日

茶 茶

.6.
女
25
I赤

・
｜

｜茶 ！
灰
茶

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
植
裁
も
lパ
ラ
I
 A
犬
1

｜
単
語
涼
；
該
当
：：：；
mn
nn
n
:m
キ
ク

l}i
ぷ
諸
説
伝
説
：
i泌
／
H
パ
ラ

l
タ
カ
ト
ウ
ダ
ィ

｜
ト
ウ
ダ
イ
グ
サ

タ
ケ
ニ
グ
サ
iヶ
シ

タ
コ
ノ
ア
シ
徳
裁
｜ユ
キ
ノ
シ
タ

タ
シ
ロ
ラ
ン
lラ
ン

｜
：
語
：
芸
誌
只
涜
説
記
！
L
｜
ゴ
マ
ノ
ハ
グ
サ

臨
む
＠
詫
世
話
f脚
lツ
バ
キ

’タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
lス
ミ
レ

ほ
接
強
盗
遜
：
猛
追
記
長
：
：
：
：
｜
ヤ
ナ
ギ

1
タ
ニ
ウ
ツ
ギ
値
裁
lス
イ
カ
ズ
ラ

タ
ネ
ツ
ケ
パ
ナ
lア
ブ
ラ
ナ

｜伝
説
お
法
諸
説
記
；
；
：
Ynl
ク
ス
ノ
キ

co
 
c.n
 

ム
犬

。
.6.
ヲk

.6.
大

.6.
＊。 .6.17
 

。 。 0・
A
女

0
・

.6
.*
 

．
 ．
 

A
女
27

0
・
.6.
大
1

大
0
2
5

.6
.*
25
 

.6
.*
 

－ 一一O 一o 。 。
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
1ユ
キ
ノ
シ
タ
I
 
I
 
I
 
I
 .6
. 

タ
マ
ガ
ヤ
ツ
リ

｜カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ
E

タ
ラ
ノ
キ
lウ
コ
ギ

ダ
ン
ド
ポ
ロ
ギ
ク
｜キ
ク

チ
カ
ラ
シ
パ
lィ
ネ

チ
ダ
ケ
サ
シ
値
裁
も
｜
ユ
キ
ノ
シ
タ
I
 
I
 
I
 .6
.2
5 
I
 A
女

チ
チ
コ
グ
サ
lキ
ク
I
 
I
 
.6.
女
0
・1a
I
 

• 
チ
ド
メ
ゲ
サ
lセ
リ
I
 
I
 
I
 
A
女
I
 
o
 

チ
ヤ
ノ
キ
絡
裁
lツ
バ
キ
I
 
I
 
I
 
I
 
o
 

ツ
ク
パ
ト
リ
カ
ブ
ト
lキ
ン
ポ
ウ
ゲ
目

ツ
ク
パ
ネ
ウ
ツ
ギ
iス
イ
カ
ズ
ラ
I
 .6
.1
5*
21
 
I
 ふ
女
I
 
o
 
I
 
o
 

コ 一 サ 一

シ 一 ジ 一 キ 一 レ 一 シ 一 ク一

ル 一 ツ 一 パ 一 リ 一 ミ 一 デ 一 ユ一

ウ 一 ツ 一 ツ 一 セ 一 ス 一 ナ 一 ツ一

シ 明 盟 一 盟 問 一 じ 山 一

ル r： 薗 一 サ … 誌 サ パ 娘 一 一ウ 人 一 タ 一 勺 キ 一 ク 一 一 一 一 深 山 ク i h 明一

タ ヲ 一 氏 一 ボ J i メ 一 三 一 一

ツ J ド 弘 一 一 ： か 一 ツ V L M V 一 ツ 一日 沙 一

.6
.2
7
 

A
女

'.
6.
大
O

.6.
女
21

削 一 女

。
。 。 。 0・
1
・

A
れ
5
I
 
.6.
大

.6.
大
O

A
女
0
6

．  0 一O 。
.6.
女
6

ム
13

。

女
O

t』＊

♀
 。

♀
 

0
・23

e
n
 

0
 

.6.
女
0
2
0

ム
犬
0
・
*
O
 

.6
.*
 

o
 
I
 
o
 

.6.
 
I
 
0
 

.6.
 
I
 
.6.
女

.6.
 
I
 .6.
女
0
・I
.6.
女
0
・

a
女
1
I
女
o
I
 
o
 
．
 

。

ムヲ
h

A
女
12
I
女
0

o
 
I
 .
 o
 

。 。 。 女
O
.6.
宮崎
O。

t』

女
0
・

ム

•2
1

 

A
ヲー

大
17

.6
.*
 

．
 A
女
O

．
 

0
・

ム

．
 

.6.
女
28

ムヲ
lt
:O

.6.
ヲh

.6
.*
31
 

ム
犬
22

．
 

里民 茶
．
 薄
茶

t
込

薄
茶



種
名

科
名

4
月
6
日

5
月
4
日

6
月
1
日

7.
1'
18
日

8
月
3
8
9
月
3
日
10
月
6
日
I
 
11
月
5
日
I
 1
2
月
7
臼
I
 
1
月
5
日
I
 
2
月
8
日
I
 
3
月
2
日
l燃
し
た
突
の
色

i当：
！U
諸
｛
綜
語
ぷ
妥
当
；；渋
キ
キ
ョ
ウ

l::..
 

l::..
*
0
7
 
。
。

i薄
茶

ツ
リ
パ
ナ

ニ
シ
キ
ギ

l::..
央
1
。
。
。
。

．
 

ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ
値
裁
も
ツ
リ
フ
ネ
ソ
ウ

A
女
23

l::..
女
O

｜
ム
女
31

ω
広
場
：
涙
佐
ぷ
；採
y
n
y
: ヱ
シ
キ
ギ

l::
..2
9 

A
女
。
。

句
・
23
l
 
0
・
l
・
1
．
 

．
．
．。
ー
．。ー－．．－
－．a・：.：
・

0.語以
ii
)b
h/
!%

・ー
・
ー－－・
：・：・
・..
’
 
．
 
オ
ミ
ナ
ヱ
シ
A
女

ム
女
0
・

．
 

• 
:
 ．－・i

．－ー，’i 
：・．・ー．－ 
．ーi，－・．ー
．－・，
 
ーー．
 

6・．
 

Hlb
民軍
：冨
；：
：：
n:m
；以
前
：
グ
ミ

0
・
。

l::..
女
｜
ム
女

0
2
1
 
I
 
。

ツ
ル
フ
ジ
J
tカ
マ
（
t
"
)
マ
メ

A
女

l縄
ユ
リ

A
女
O
。

0
・

ツ
ル
マ
サ
キ

ニ
シ
キ
ギ

l::
..9
 

0
2
5
 

。
ツ
ル
マ
メ

マ
メ

A
大
。

・
2
1
I
 

l黒
｛
金
の
毛
｝

［単
語通
：元
；単
語；
；；
；；
；：；：；；
；；；；
キ
ヨ
ウ
チ
ウ
ト
ウ

l::
..9
女
23
ム
女
O
。
。
。
。

テ
リ
ハ
ノ
イ
バ
ラ
パ
ラ

l::..
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ム
女
O
。
。
。
。

・
l
・
1
・
｜

・
｜

l赤
Iテ
リ
ミ
ノ
イ
ヌ
ホ
オ
ズ
キ

．
 

ナ
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0
・

［：~
務
長
伝
説
：
出
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誼
器
ツ
ツ
ジ

l:
:.
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。
。
。

。
0
・
｜
e
l
 
・
l
ム
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:H
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演さ
j毛
；季
；：
錨猿
i モ
ク
セ
イ
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t主
大
6
。
。
。

0
・

．
 
．
 

｜築
紫

ト
ウ
パ
ナ

シ
ソ

l::
..3
0 
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*
 

置

t』食。
ム
女
0
・

：：長
持~
i話
津
波
：
：i出
／
j
}
マ
メ

l::..
女
6

l::..
女

A
女
O

0
・
｜

0
・
1
・
l
・
｜

・
｜

l赤
ex:
> 

i＠
密
持
説
得
HH
H:H
iii
Hn
ド
ク
ウ
ツ
ギ
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／
女
15
。

．
 

．
 

I
 
t::
..2
s 

0
)
 

：；
将校
タ：
長
HH
<:
i::
U>
nn
ド
ク
ダ
ミ

ム
23

ム
ヲh

女
O
。
。

．
 

ド
ジ
ョ
ウ
ツ
ナ
ギ
イ
ネ

l:
:.
.*
12
 

．
 

：：~
：吉

本当
主事
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mu

,
イ
ネ

I
 t:
:..
13
 
。
食。

．
 

':p
ミjき

長．
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ー・

”
”
ー
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・ー．．
 
，
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 ト
ペ
ラ

A
女
23

女
。
。
。
。

0
1・
24
I
 
0
・
1

・
！

l赤
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計官
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振
事

？：
：：
nn

un
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イ
ネ

l::
..3
0 

A
女

．
 

ナ
ガ
パ
ハ
ヱ
ド
ク
ソ
ウ
ハ
エ
ド
ク
ソ
ウ

l::..
／
女
12
I
 A
女
O
I
 t:
:..
女
O
I
t::..
女
0
・
23
I
 
0
・
｜
。

l灰
色

ナ
ガ
ミ
ヒ
ナ
ゲ
シ
ケ
シ

女
30

ナ
ギ
ナ
タ
ガ
ヤ

イ
ネ

l::..
/
0
2
5
 

？妖
甘
示
？
字
毒貯
u
 
；添k長
庇：与ゲ併
f:

i汚：三：ド
ロ山.•日

．ぺ印：
カ
ヤ
ツ
リ
グ
サ

ム
女
17
。

．
 

．
 
．
 

l薄
茶

ナ
ズ
ナ

ア
ブ
ラ
ナ

l::..
女
0
・
ム
女
0
・
ム
女
O

ム
女
28

ナ
ッ
ト
ウ
ダ
イ

ト
ウ
ダ
イ
グ
サ
l:
:.
.*
 
。司
。

ム
犬
3
1
 

ナ
ノ
ハ
ナ

ア
ブ
ラ
ナ

l::..
女

ナ
ル
コ
ユ
リ

ユ
リ

l::.. 
l::..
女

。
・
12
l
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1
 
l
 
l::
..3
1 
I黒

；サ~
：bi

主？
i尚

ii(
,甥

:s
~r

nr
nr

n:
 I
、．フ

l::
..3
0 

~
 

紙切
ihl
＼語
グ：
逗：
・：
・：
：．

－・
。・・
・・.：・ー晶．ーー・』・．・・・
：・・・・
．・・・．．・
・。．
 
・．
グ
ミ

・
30

メ
ギ

｜
 ム
大
25

0
2
0
 
I
 
0
2
 

l赤
ナ
ン
パ
ン
ギ
セ
ル
ハ
マ
ウ
ツ
ボ

l
 A
女

女
0

女
0
・
1

I縄
こ
オ
イ
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
ス
ミ
レ

A
女
g
。

；こ
；カ~

IB
；安
；出

紬：
．

・・・・
．・・・・
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”
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ーー・ーー
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パ
ラ
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女
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種
名

科
名

ニ
ガ
キ

3
J'l
2
日

I
~
し
た
突
の
色

ニ
ガ
キ

4
月
6
日

日
開 一 削

6
月
1
日
7
月
8
日
8月
3
臼
9
月
3
臼
10
月
6
日
11
月
5
日
I
12
月
7
日
I
1
月
5
日
2
月
8
日

ニ
ガ
ク
サ

ン
ソ

／：
：，
.
／
女
27
LJ
.*
6 

女
0
．
 

lニ
ガ
ナ

lキ
ク

l:.
bhl
！単
語
通
蚕：
r:n
rn
rn
ニ
シ
キ
ギ

ニ
ラ

lユ
リ

I出）
ji：
妥
当
：8
：：
論
議
：；
um
キ
ン
ポ
ウ
ゲ
l
A
女

CX
> 
h
」

ハ
イ
メ
ド
ハ
ギ
lマ
メ

ハ
キ
ダ
メ
ギ
ク
lキ
ク

~A
~単
語
治

HJl
u.\

f::
::m
：
絞
｜
ス
イ
カ
ズ
ラ

隊
当
込
涼
按
決
選
r:c
U
'Iナ
ス

l
ハ
ダ
カ
ホ
オ
ズ
キ
lナ
ス

t』
女
q

LJ
.1
9*
21
 
I
 
ム
大

4 与
女

/J
.2
2 

/::,.
* 

・12
/J
.*
18
 。

。

ふ
女

／：
：，
.
貴
17

LJ
.9
 
I
 A
安

心
3
I
 lJ.
/
女
12

ム
12

／：
：，
.
／
女
12
I
 
o
 

A
女
O

日山 一 山

山 一 山 一 山

。 女
0
・
．
 

ふ
女
O

ム
女

。
／：
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.
女
25
I
 L
J
.
*
O
 

／：
：，
.
女
0
・

／：
：，
.
／
女
17

女
0
・1
女
25

／：
：，
.
／
女
25

ム
宮崎
1

ふ
4町。

t』
＊
O
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.
女

。

/J
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6 
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,. 

。

／：
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.
女
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。

0
・
0
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ム
女
O

。
安
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．
 

．
 
．
 
．
 

0
・
女
0
・

女
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．
 ．
 
．
 
．
 
．
 

女
16

．
 

．
 

A
犬
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I
 
o
 
I
・27

A
女
0
・I

／：
：，
.
女
23
I
 
I
 

。
I
o
 
I
 
o
 
I
 
o
 
I
 
o
・

6
女
o
I
 
／：
：，
.
女
o
I
 ／：：，.
大
0
・I

／：
：，
.
女
0
・I

／：
：，
.
女
0
・

a
女
11
I
 
0
2
3
 
I
 
o
・I
o
・

/::,.
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／：
：，
.
女
／
0
2
3

女
0

。
。 一 州
ム

。
0
・

．
 

．
 ．
 

．
 

．
 後 赤
・
黄

茶 茶 茶 赤 然 褐 白
、
育
、
紫

褐
色

薄
茶

斗
主
主
主
立
i

ハ
ナ
イ
カ
ダ

宏、

ニ
ワ
ゼ
キ
シ
ョ
ウ
lア
ヤ
メ

ニ
ワ
ト
コ

！
ス
イ
カ
ズ
ラ

ヌ
カ
キ
ピ
lィ
ネ

阪；
記：
話；
llili
言語；
；
；n
:;:;
:;:J
マ
メ

ネ
コ
ハ
ギ

｜マ
メ

t
ネ
ズ
ミ
ノ
ォ
lィ
ネ

ネ
ズ
ミ
ム
ギ
lィ
ネ

｝主
：民
主
連
：
タ
；：帯
訴
訟
：；ii
モ
ク
セ
イ

！
ネ
ナ
シ
カ
ズ
ラ
lヒ
ル
ガ
オ

出：
i
：ギ
主主
；H
（
＇以
m:m
uマ
メ

ノ
ガ
リ
ヤ
ス

｜
イ
ネ

ノ
カ
ン
ゾ
ゥ
lュ
リ

｜訴
訟訟

法訴
訟m

n:\
TITI

：~~I
キク

t
ノ
サ
サ
ゲ
lマ
メ

ノ
ジ
ト
ラ
ノ
オ

｜
サ
ク
ラ
ソ
ウ

ノ
ダ
ヶ

lセ
リ

I伝
説
：
t・
訪日：
；：：
0
H::
s1:
1:i
ブ
ド
ウ

ノ
ミ
ノ
ツ
ヅ
リ

｜
ナ
デ
シ
コ
I
 A
犬

ノ
リ
ウ
ツ
ギ
植
栽
｜
ユ
キ
ノ
シ
タ

ア
ブ
ラ
ナ

ミ
ズ
キ

／：
：，
.
女
15

A
女
9 0
 

0
1
2
 

0
 

。
一
♀

／：
：，
.
女
17

/J
.2
3 

。
/::
,. 

。
e
2
3
 



種
名

科
名

4
月
6
日
5
月
4
日
I
6月
1
日
I
1月
8
日
I
SF
13
日
I
9F
I 
3
日
I
10
月
6日
I
11
月
5
日
I
12
月
7
日
I
1月
5
日
I
2月
8
日
I
3
月
2
日
l黙
し
た
突
の
色

μ：
切·

~＋
fa
ヲ＋

！n
:n

H!
C！
｝
ム
ラ
サ
キ
ム女

大
O

ハ
ナ
ウ
ド
（
ウ
）

セリ
.6. 

女
O

ハ
ナ
タ
デ

タ
デ

I
 .
 
I
 
I
 ／：＞.
女
7
I
 
0
・1

0
・l

I
 
I
 
I
 
It
＇ン。

ぷ
該
当
：
話
言
語
該
当
；
近
話
：；！
ス
イ
カ
ズ
ラ

ム女
6

A
女

A
女

A
女
I
犬

【
山・

．・
・~

・，
·~
＂·

＇
．一．
．・・：
・・．：
．
 

I）
＇）

？ナ
メヨ

：悶
＇i
＼：

・：~
｝｝

：ユ
リ

.6.
大

ハ
ナ
ミ
ズ
キ
組
主
主
ミ
ズ
キ

A
／女
15

ハ
マ
ヒ
サ
カ
キ
継
裁
ツ
バ
キ

0
 

0
 

.
Q
 

0
 

0
 

0
 
A
 
0
 
A
大
O
A
貴

0
2
7
 
0
 

黒

ハ
リ
エ
ン
ジ
ュ
植
裁
マ
メ

企
27
ム犬
6

0
 

・
・

・
・

・
・

符

J剖
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等；
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!
 
!
 
!
 
!
 
!
 
!
 
!
 
!
 
H
 
!
 
!
 
!
 
!
 
!
 ~ !
 
!
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3

犬
0

0
・
・
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:
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＆
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茶
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・
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種
名
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科
名

ヒ
ヨ
ド
リ
ジヨ
ウ
ゴ
｜ナ
ス

ヒ
ヨ
ド
リ
パ
ナ
lキ
ウ

ヒ
ロ
ハ
ホ
ウ
キ
ギ
ク
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l
キク

CX
> 
C
D
 

ボ
タ
ン
ヅ
ル

キ
ン
ポ
ウ
ゲ

ホ
ド
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lマ
メ
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記
定
年
兵
＇：：：
：：：：
：：：：
：：：：
：：：
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リ
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ン
ト
ク
タ
デ
｜タ
デ

マ
コ
モ

lィ
ネ
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6日

女

／：：
，.
女

／：
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貴
2
2

ム／
女
2
7

ふ
女
2
7

5月
4
日
6月
1日
7月
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日
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3
日
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.
女
o
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I
 
0
 
I
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A
女
0
9
I
 
*
O
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｜
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｜
．
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．
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．
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｜
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．
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植
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；：
HH
/I
イネ

l
ブ
タ
ク
サ
lキ
ク

ブ
タ
ナ

lキク
町当
証；！
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植
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｜オ
モ
ダ
カ

ヘ
ラ
パ
ヒ
メ
ジ
ヨ
オ
ン
｜キ
ク

｜陥
t当
説
話
i妥
当
:Hi
:H:
HH
ユリ

！ホ
シ
ク
サ
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・・投稿される方へ・．．

横浜自然観察の森では，レンジャー，ボランティア，研究者，大学生など多くの人によって，各

種の調査が行なわれています．そこで，日本野鳥の会レンジャーがこれらの結果を毎年調査報

告書としてまとめ，調査活動，自然解説を行なう上での資料として活用できるようにしています．つ

守きましては，下記の要領で調査の報告を提出して下さいますよう，お願いいたします．

・調査報告書の目的・

横浜自然観察の森で行われているすべての調査活動・調査項目・調査場所・調査者のリストア

ップと，調査により得られた情報の公開，共有．

・投稿内容・

横浜自然観察の森または円海山緑地に関わる調査，および横浜自然観察の森のボランティア

が行った調査（他の場所でもOK）の活動報告とその結果．生物や自然だけでなく，アンケート調

査，自然解説の手法の効果測定なども対象とします.2005年度の調査だけでなく，過去の調査

の報告でもかまいません．

・形式圃「かんたんな報告Jと「くわしい報告jの2種類あります．どちらか一方をお書き下さい．

・〆切・ 2007年3月 15日当日が調査期間中等にあたり，提出が難しい方は，ご連絡ください．

・投稿先・問い合わせ連絡先・

横浜自然観察の森干247-0013横浜市栄区上郷町1562-1

TEL: 045-894-7474 FAX :045-894-8892 

E~mail: sibata@bh.wa』＜wak.com柴田まで（ご不明な点はお気軽に）

「かんたんな報告Jの書き方

1.次ページの書式に沿って，書ける項目だけ記入して下さい．

2. r調査者」の欄には，必ず氏名を書き，氏名の後に（）で所属を書いて下さい．
例：藤田薫（横浜自然観察の森友の会・ヤマガラ大好きプロジェクト）

調査者が複数の時には，全員の氏名を書いて下さい．

3.図や表は「方法Jや「結果」の欄に切り貼りしても，最後にまとめて添付されても構いません．

4.原稿はプリントアウトしたものを送っていただ、くか， Excel形式で、入力したものを添付ファイルで

お送り下さい．

・手書きの方は，紙が足りないときには，コピーして使って下さい．

・コンビューター等で自分で、枠を作って打ち込む方は， A4縦置きで，上3cm，下4cm，左右

2.5cmの余白をとってくだ、さい．各項目の行数は，変更して構いません．
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調査名

調査者名（所属）

調査場所

調査日

調査開始 年 ． 次年度継続 ／終了 ． 終了予定 年

調査目的

， 

調査方法

・ ． 

． 

' 

． 
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調査結果

引用した本・文献
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「くわしい報告Jの書き方

L 提出方法について

]] 

Word形式で原稿を保存したフロッヒ。ーデ、イスクを郵送，または， Word形式でメールでお送りく

ださい．

図は， A4サイズの用紙に書いて郵送，または， ExcelかWord形式でメーノレでお送り下さい．編

集の手間を省くため，図は，本文の最後にまとめて載せさせていただきますので，ご了承下さい．

2. 全体について

報告は，できる限り短く書いて下さい．図や表もできるだけ少なくします．

表よりは図で表現する方がよいと言われています．図であれば，一目で理解できることも，表に

なると理解するのに時間がかかってしまうからです．

3. 構成について

(1）タイトノレ／調査の内容についてわかるようなタ午トルをつけます．

(2）著者名と著者の所属・連絡先住所／

(3）はじめに／ 観察や調査を行なった動機・目的を書きます． 同じテーマで，過去に行われ

た調査では，どこまで、明らかになってしもかなども，ここに書きます．

(4）調査地と調査方法／

調査地について簡潔に書きます．調査地の環境については，報告のテーマに

関係ないときには簡潔に，テーマに関係あるときにはくっわしーく書きます．

調査期間として，何年の何月から何月まで観察したかを書色合計観察時間や

日数も入れます．調査方法としては，どのように調査したかを，他の人が，閉じ方法

で繰り返し同じ調査ができる程度に詳しく書きます．

(5）結果／自分の調査で、わかったことを書きます．

(6）考察／自分の結果から考えられる結論だけを書くようにします．自分の調査でどうしてそう

いう結果になったのかを，他の研究を引用しながら，考察したり，他の研究と結果を

比較したりします．

(7）謝辞／調査を手伝ってくだ、さった方，調査計画をたてる時や論文を書く時に相談にのっ

てくれた方や，助成金をもらっている場合は，どこからもらったのかを明記し，謝辞を

のべます．

(8）要約／短くまとめて論文内容全体の紹介をする場所です．自分の調査の結果どんなこと

がわかったのかをで、きるだ、けわかりやすく，短くまとめます．

(9）引用文献／報告の本文中で引用した文献を3すべて書きます．

雑誌の場合：著者名，発表年．論文表題．掲載雑誌名巻号：ページ．

本の場合：著者名，発表年．表題．総ページ数，発行所，発行地．
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